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資
料　

折
口
信
夫　

　
　
「
大
嘗
祭
の
本
義
」（
小
池
元
男
ノ
ー
ト
）　

昭
和
三
年　
（
下
）

�

伊
藤　

高
雄
編　

〔
凡
例
〕

・
本
資
料
は
、
国
文
学
者
・
民
俗
学
者
、
折
口
信
夫
（
釈
迢
空
）
が
昭
和

三
年
度
に
長
野
県
東
筑
摩
郡
教
育
会
中
央
部
支
会
に
て
行
っ
た
講
演
を
、

学
生
で
門
弟
の
小
池
元
男
氏
が
筆
記
・
整
理
し
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

・
資
料
の
解
題
は
、
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
國
文
學
會
の
『
野
州
國

文
學
』
第
八
十
六
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
）
及
び
『
國
學
院
雑
誌
』

第
一
一
四
巻
第
十
号
（
平
成
二
十
五
年
十
月
）
に
報
告
し
て
い
る
の
で
、

そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
本
号
に
翻
刻
す
る
資
料
は
、
前
号
（
本
紀
要
第
８
号
）
に
続
く
も
の
で
、

ノ
ー
ト
番
号
６
の
残
り
と
、
ノ
ー
ト
番
号
33
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
番
号
６

に
つ
い
て
は
、
前
号
を
参
照
願
い
た
い
が
、
ノ
ー
ト
番
号
33
は
前
号
発

表
の
後
、
大
嘗
祭
の
本
義
」
の
末
尾
の
部
分
と
判
明
し
、
こ
こ
に
載
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
ノ
ー
ト
番
号
33
は
表
紙
の
両
側
に
片
や
「
折
口
信

夫
先
生　

徳
川
時
代
文
學
史　

散
文
・
律
文　

信
州
・
和
田
小
學
校
」、

片
や
「
萬
葉
集　

折
口
信
夫
先
生　

小
池
元
男
」
と
題
さ
れ
た
六
十
六

頁
分
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
の
は
じ
め
三
頁
分
が
ノ
ー
ト
番
号
６
に
続

く
内
容
で
、
ノ
ー
ト
番
号
35
・
６
と
同
じ
ブ
ラ
ッ
ク
の
ペ
ン
書
き
で

あ
る
。

・
表
記
は
、
原
則
と
し
て
漢
字
は
常
用
漢
字
と
し
、
古
典
的
仮
名
遣
い
と

し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
正
字
を
用
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、

翻
刻
の
整
理
に
際
し
て
は
、
読
解
の
便
を
考
え
て
、
省
略
字
体
や
文
中
・

文
末
表
現
を
若
干
整
え
た
場
合
が
あ
る
。
翻
字
不
明
の
箇
所
は
、
□
と

し
た
。

・
本
翻
刻
に
際
し
て
は
、
伊
藤
が
翻
刻
を
行
い
、
元
武
蔵
野
大
学
助
手
の

加
藤
歌
子
氏
、
國
學
院
大
學
大
学
院
生
の
柏
木
義
樹
氏
（
現
神
奈
川
県

立
相
模
田
名
高
等
学
校
教
諭
）、
同
じ
く
百
瀬
顕
永
君
、
多
賀
谷
蓮
君
、

國
學
院
大
學
学
生
の
早
坂
尊
晟
君
が
加
わ
っ
て
読
合
せ
を
し
た
後
、
伊

藤
が
整
理
し
た
。　

・
な
お
、
前
号
及
び
本
号
と
関
連
す
る
論
考
と
し
て
、
拙
稿
「
折
口
信
夫

「
大
嘗
祭
の
本
義
」
講
演
の
実
際
―
小
池
元
男
ノ
ー
ト
と
の
比
較
か
ら

―
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
59
巻
、
令
和
三
年
二
月
発
行
予
定
）
が

あ
る
。
参
照
願
い
た
い
。
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大
嘗
祭
の
本
義
（
小
池
ノ
ー
ト
６
・
33
）　

　
　

本
郷
小
学
校（
昭
和
三
年
七
月
一
日
～
三
日　

東
筑
摩
郡
教
育
会
中
央
部
支
会
）

第
四　

斎
場

今
の
話
の
引
き
続
き
で
、
大
嘗
祭
の
時
の
斎
場
、
宮
廷
の
門
を
守
る
こ
と

よ
り
話
す
。

物
部
は
、
固
有
名
詞
と
普
通
名
詞
と
あ
り
、
や
そ
も
の
ゝ
ふ
と
云
は
れ
る

も
の
が
、
う
ん
と
沢
山
あ
つ
た
。
そ
の
中
の
主
な
も
の
が
、
物
部
氏
。
広

く
は
、
門
部
も
皆
物
部
に
入
る
。
魂
を
追
ひ
退
け
る
職
は
、
皆
物
部
で
あ

る
。
何
故
か
と
云
ふ
と
、
大
和
の
国
の
魂
を
取
り
扱
つ
た
か
ら
、
そ
の
家

の
み
が
代
表
者
と
な
つ
た
。
大
嘗
祭
の
時
、
物
部
の
仕
事
が
大
切
。
物
部

の
本
筋
は
亡
び
て
、
分
れ
が
栄
へ
た
。
石
上
で
あ
る
。
大
嘗
祭
の
時
に
は
、

石
上
氏
が
主
と
し
て
宮
廷
の
三
方
の
宮
門
を
固
め
、
大
嘗
宮
の
南
北
の
門

を
固
め
る
。
門
に
は
、
物
部
は
楯
を
立
て
る
。
堅
楯
で
、
外
敵
を
と
ゞ
め

る
。
こ
の
時
、
桙
も
立
て
る
。
一
門
、
二
枚
づ
ゝ
立
て
る
。
宮
廷
も
。
皆

で
十
枚
、
そ
の
事
が
、
万
葉
巻
一
、
元
明
天
皇
の
時
の
歌
、

　
　

ま
す
ら
を
の
ゆ
ぎ
の
音
す
な
り
、
も
の
ゝ
ふ
の
大
ま
へ
つ
ぎ
み
楯
立

つ
ら
し
も
（
巻
一
の
七
六
）

こ
れ
に
対
し
て
、
姉
の
御
名
部
皇
女
の
よ
ま
れ
た
歌
、

　
　

わ
が
お
ほ
き
み
も
の
な
お
も
ほ
し　

す
め
か
み
の
つ
ぎ
て
給
へ
る
吾

な
け
な
く
に
（
同
、
七
七
）

こ
れ
は
何
故
か
と
云
ふ
と
、
大
抵
は
こ
の
歌
を
、
自
分
の
国
は
騒
し
い
。

東
国
が
騒
が
し
い
か
ら
武
士
が
戦
争
の
調
練
し
て
ゐ
る
。
騒
が
し
い
事
だ

と
、
自
分
の
徳
の
少
な
き
を
嘆
か
れ
た
と
云
ふ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
大
嘗
祭
の
時
に
物
部
が
楯
を
立
て
る
習
慣
あ
り
。
で
、
武
士
の
ゆ
ぎ

の
音
が
す
る
。
丁
度
、
も
の
ゝ
ふ
の
大
臣
等
が
楯
を
立
て
て
ゐ
る
に
違
ひ

な
い
。
大
嘗
祭
の
日
の
御
即
興
。
姉
の
歌
が
変
だ
か
ら
、
前
歌
を
誤
る
。

「
あ
な
た
、
考
へ
る
要
は
な
い
。
あ
な
た
は
尊
い
神
が
、
順
次
に
従
つ
て

お
立
て
に
な
つ
た
。
あ
な
た
で
な
く
は
な
い
の
に
。
今
度
、
お
ほ
き
み
と

な
つ
た
方
だ
か
ら
心
配
す
る
要
は
な
い
。」
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
大
嘗
の

時
に
楯
立
て
る
こ
と
あ
り
。
即
位
・
大
嘗
に
楯
を
立
て
る
の
は
、
そ
ん
な

時
に
は
、
殊
に
魂
が
来
て
妨
ぐ
の
を
武
士
が
防
ぐ
。
唱
へ
事
を
唱
へ
、
楯

を
立
て
、
矛
を
振
つ
て
、
追
払
ふ
。
他
に
似
た
例
あ
り
。
昔
は
、
即
位
の

時
に
四
方
の
関
を
固
め
て
ゐ
る
。
奈
良
も
京
都
も
。
鈴
鹿
、
不
破
、
愛
発

の
関
等
の
。
実
用
は
わ
か
ら
ん
が
、
即
位
の
時
に
人
を
遣
し
て
、
防
が
し

た
。
又
は
ゆ
ふ
つ
け
鳥
を
し
て
、
関
の
神
の
心
を
和
ら
げ
に
行
つ
た
の
で

あ
る
。
即
位
の
は
じ
め
に
事
が
あ
る
と
、
関
の
神
に
守
つ
て
く
れ
と
云
つ

た
の
で
あ
る
。
後
に
も
逢
坂
の
関
へ
上
げ
て
ゐ
る
。
野
生
の
鶏
が
居
ら
な

く
な
つ
て
も
、
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
な
ど
云
ふ
。
三
関
を
固
め
る
の
は
、
都
の

近
い
山
の
通
路
を
固
め
て
、
越
え
来
る
不
思
議
な
も
の
を
止
め
さ
せ
、
宮

殿
の
門
の
そ
ば
に
も
置
い
て
、
妨
害
者
の
入
ら
ぬ
様
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
嘗
宮
の
話
に
な
つ
て
来
る
が
、
大
嘗
宮
と
は
、
如
何

な
る
意
味
の
も
の
か
。
造
り
方
は
、
柴
垣
の
中
に
、
悠
紀
・
主
基
殿
あ
り
。

南
北
に
門
あ
り
。
悠
紀
を
天
子
済
ま
せ
て
主
基
へ
。
悠
紀
・
主
基
殿
と
は

何
か
。
悠
紀
が
主
で
、
主
基
は
第
二
。
だ
か
ら
、
ゆ
き
は
次
で
あ
る
と
さ

れ
て
ゐ
る
。
す
く
・
す
き
・
し
く
。
ゆ
は
、
い
む
の
ゆ
だ
と
ま
で
わ
か
る

が
、
何
故
に
き
か
不
明
。
二
つ
造
つ
た
の
も
不
明
。

大
体
、
大
嘗
行
事
を
見
る
と
、
日
本
全
国
を
二
分
し
て
、
そ
の
代
表
者
に
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二
国
を
定
め
、
二
つ
国
か
ら
す
べ
て
の
品
物
を
持
ち
来
さ
せ
て
、
天
子
が

二
殿
で
お
祭
り
を
な
さ
る
。
も
つ
と
昔
は
、
悠
紀
・
主
基
殿
に
似
た
も
の

が
、
宮
廷
領
の
国
の
数
だ
け
出
来
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
先
づ
天
子
、

宮
廷
領
の
国
々
の
数
だ
け
殿
が
出
来
、
米
す
べ
て
の
材
料
を
持
参
し
て
祭

り
を
す
る
。
そ
こ
へ
天
子
来
る
。
そ
れ
が
、
混
乱
が
生
じ
て
、
天
子
が
、

そ
こ
で
復
活
の
式
を
お
や
り
に
な
る
と
云
ふ
方
法
が
加
は
つ
た
の
で
は
な

か
ら
う
か
と
思
ふ
。

御
蓐
を
設
け
る
の
は
、
何
時
か
の
混
乱
で
は
な
い
か
。
二
ヶ
所
、
悠
紀
・

主
基
で
な
さ
る
要
は
な
い
。
大
嘗
宮
の
他
に
、
天
子
が
天
子
の
資
格
を
つ

け
る
殿
が
別
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
悠
紀
・
主
基
に
天
子
来
る
の
は
新
嘗

を
お
受
け
に
な
る
た
め
。
後
に
は
、
天
子
が
籠
る
御
殿
を
忘
れ
て
、
悠
紀
・

主
基
を
用
ゐ
る
に
至
る
。

今
も
廻
立
殿
あ
り
。
天
子
の
物
忌
み
の
御
殿
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
こ
の
儀

式
を
悠
紀
・
主
基
で
や
つ
て
、
二
度
繰
り
返
す
と
説
く
の
が
本
当
だ
と
思

ふ
。

悠
紀
・
主
基
の
話
を
と
め
て
、
風
俗
と
語
部
の
話
を
す
る
。

悠
紀
・
主
基
の
国
か
ら
風
俗
歌
が
奉
ら
る
。
も
と
は
、
平
安
朝
に
は
そ
の

国
の
古
歌
を
用
ゐ
た
。
そ
の
国
よ
り
古
く
出
た
歌
人
の
歌
、
後
世
は
都
の

歌
人
が
代
理
す
。

風
俗
歌
は
短
歌
形
式
で
あ
る
。
悠
紀
の
国
、
主
基
の
国
の
役
割
を
も
つ
て

来
た
人
の
労
働
歌
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
古
く
は
風
俗
と
は
、
古
く
く
に
ぶ

り
、
国
風
と
同
じ
意
味
と
な
る
。
ふ
り
は
、
国
々
の
歌
で
は
わ
か
ら
ん
。

こ
れ
は
、
た
ま
ふ
り
に
関
係
あ
り
。
た
ま
ふ
り
の
舞
歌
に
か
け
て
云
ふ
詞

で
あ
る
。
そ
れ
が
分
れ
て
、
近
世
は
、
ふ
り
は
舞
ふ
意
味
と
な
る
。
ふ
り

は
、
全
く
た
ま
ふ
り
。
た
ま
ふ
り
の
詞
が
、
国
風
の
歌
。
宮
廷
に
も
た
ま

ふ
り
あ
り
。
諸
国
に
も
あ
る
。
そ
れ
を
天
子
の
大
嘗
の
際
に
奉
つ
て
、
天

子
の
寿
を
祝
福
す
る
。
中
臣
の
寿
詞
の
百
臣
の
魂
を
奉
る
と
同
様
、
諸
国

の
国
の
魂
を
つ
け
る
の
が
国
風
の
歌
を
奏
す
る
理
由
で
あ
る
。
奏
す
る
と
、

魂
が
天
子
に
つ
く
。
も
と
は
国
の
稲
の
魂
を
歌
ひ
な
が
ら
附
す
。
大
嘗
祭

に
は
、
稲
の
魂
を
つ
け
る
歌
が
国
ふ
り
。
広
く
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
魂
を

つ
け
る
歌
。

こ
の
、
た
ま
ふ
り
の
歌
を
始
終
天
子
に
申
し
上
げ
て
、
宮
廷
の
中
に
残
つ

た
の
が
、
ふ
り
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
。
皆
、
国
風
よ
り
出
た
も
の
。
記
紀

に
あ
る
の
は
、
短
い
長
歌
の
形
。
大
嘗
祭
の
国
風
歌
は
短
歌
。
奈
良
、
平

安
、
短
歌
形
。
国
風
の
歌
の
出
は
寿
言
と
同
様
、
国
々
の
寿
詞
中
の
詞
が

分
出
し
た
も
の
。
つ
ま
り
、
長
い
歌
の
中
に
、
そ
の
え
つ
せ
ん
す
と
な
つ

て
ゐ
る
部
分
が
あ
る
。
物
語
中
に
神
の
本
当
の
詞
あ
り
。
全
体
と
同
効
果

を
表
す
と
信
じ
ら
れ
た
。

記
の
断
片
的
の
物
語
の
中
心
は
歌
で
、
歌
の
み
で
効
果
を
表
す
、
全
体
の
。

わ
れ
〳
〵
が
遡
る
限
り
は
、
悠
紀
・
主
基
の
風
俗
が
奉
ら
れ
る
が
、
一
方
、

大
嘗
祭
の
別
の
方
面
を
見
る
と
、
大
嘗
祭
の
卯
の
日
の
行
事
の
中
に
語
部

が
出
て
、
諸
国
の
物
語
り
を
奏
す
る
。
こ
の
事
は
少
な
く
と
も
七
ヶ
国
か

ら
風
俗
歌
が
か
つ
て
奏
上
せ
ら
れ
た
証
拠
と
な
る
。
後
世
で
は
悠
紀
・
主

基
二
国
と
な
つ
て
ゐ
る
が
。

午
后

語
部
の
話
に
な
る
。
大
嘗
、
卯
の
日
の
儀
式
に
あ
ら
か
じ
め
召
さ
れ
た
諸

国
の
語
部
。
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美
濃
八
人　
　
　

丹
波
二
人　
　
　

丹
後
二
人　
　
　

但
馬
七
人　

因
幡
か
ら
三
人　

出
雲
四
人　
　
　

淡
路
か
ら
二
人

こ
れ
が
、
先
づ
平
安
の
百
年
程
経
つ
た
頃
の
大
嘗
祭
に
出
た
語
部
の
数
。

果
た
し
て
昔
か
ら
こ
れ
だ
け
か
。
或
は
、
こ
れ
ら
の
国
が
特
別
に
大
嘗
祭

に
関
係
あ
つ
て
出
て
来
た
と
す
る
考
へ
も
あ
る
。
そ
の
国
々
を
調
べ
て
見

る
と
、
色
ん
な
意
味
が
出
て
来
る
が
、
私
は
、
こ
の
形
を
最
も
古
い
も
の

と
は
思
は
れ
ん
。
あ
る
時
期
に
か
く
決
ま
り
、
延
喜
式
に
さ
う
定
つ
た
の

で
あ
る
。
理
由
は
つ
く
が
、
危
険
だ
と
思
ふ
。
多
く
の
国
々
よ
り
出
た
の

が
、
あ
る
時
代
に
固
定
し
た
。
語
部
が
出
な
く
な
つ
た
か
、
代
表
せ
し
め

た
か
。
か
く
云
ふ
大
き
な
儀
式
は
、
何
年
か
一
度
で
あ
る
か
ら
し
て
、
年

月
経
る
た
め
に
一
代
前
の
例
を
お
ふ
こ
と
多
い
。
前
代
か
く
し
た
か
ら
か

く
す
。
故
に
こ
の
式
が
あ
る
時
代
に
あ
つ
て
、
そ
れ
が
固
定
し
た
。
無
理

に
理
由
つ
け
れ
ば
但
馬
、
因
幡
は
、
出
石
人
―
漢
人
種
―
の
中
の
語
部
を
、

丹
波
・
丹
後
は
大
和
民
族
の
一
部
。
禊
ぎ
と
関
係
あ
り
。
古
代
飛
鳥
以
前

は
、
后
を
す
ゝ
め
る
こ
と
多
し
。
出
雲
国
は
、
出
雲
人
の
出
る
と
こ
ろ
。

淡
路
は
大
和
民
族
の
一
根
拠
。
美
濃
は
不
明
。
結
局
、
こ
ん
な
理
屈
を
つ

け
る
の
は
、
い
け
な
い
。
自
然
な
方
法
で
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
昔
か
ら
で

な
し
に
、
あ
る
時
代
の
も
の
が
前
例
と
な
つ
た
。

平
安
に
固
定
し
、
何
処
の
国
で
も
、
語
部
の
後
は
あ
る
が
、
職
伝
は
ら
ず
。

語
部
は
、
祝
詞
・
寿
詞
を
伝
習
す
る
団
体
以
外
に
、
歴
史
を
語
る
意
深
く

な
つ
た
も
の
を
語
り
伝
へ
る
こ
と
を
職
業
と
し
た
も
の
が
語
部
で
、
社
会

組
織
中
の
一
の
も
の
で
、
栄
へ
て
、
又
衰
へ
た
。
奈
良
朝
を
中
心
と
し
て
、

以
下
衰
ふ
。
そ
れ
が
、
大
嘗
祭
の
語
部
は
、
殊
に
固
定
し
て
ゐ
た
。
私
も

前
は
諸
国
の
歴
史
を
語
り
に
来
る
も
の
と
し
て
ゐ
た
が
、
よ
く
考
へ
る
と

語
部
の
職
の
一
方
面
は
歌
の
本
を
語
る
。
歌
を
歌
ふ
て
、
歌
の
起
こ
り
を

証
明
す
る
役
で
あ
る
。
大
嘗
祭
の
歌
の
起
こ
り
を
説
く
仕
事
を
す
る
。
大

嘗
祭
の
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
歌
の
歴
史
が
あ
る
。
出
処
は
物
語
よ
り
脱
落

し
て
、
世
に
行
は
れ
、
こ
の
歌
は
全
体
と
同
じ
効
果
あ
り
。
舞
を
舞
ふ
。

つ
ま
り
ふ
り
が
行
は
れ
る
と
、
そ
の
歌
の
本
縁
を
語
り
、
由
来
の
長
い
こ

と
を
証
明
す
る
。
歌
の
説
明
で
あ
る
。
語
部
の
仕
事
の
た
め
に
、
一
方
国

ぶ
り
の
歌
、舞
ひ
が
な
け
れ
ば
、大
嘗
祭
の
語
部
の
価
値
な
し
。
前
の
七
ヶ

国
の
語
部
は
、
国
ぶ
り
の
行
は
れ
た
時
代
の
あ
つ
た
事
を
説
明
し
て
ゐ
る
。

そ
の
七
ヶ
国
の
国
風
の
歌
が
奉
ら
れ
な
く
な
つ
て
も
、
語
部
の
み
出
て
、

風
俗
は
悠
紀
・
主
基
の
み
。
故
に
先
に
国
の
数
に
拘
泥
す
る
の
は
悪
い
と

云
つ
た
の
が
確
か
に
な
る
。
こ
の
意
味
の
語
部
は
、
語
部
の
末
で
、
後
に

は
出
な
く
な
り
、
鎌
倉
・
室
町
に
は
、
語
部
の
文
句
も
わ
か
ら
な
く
な
る
。

そ
れ
で
、
大
嘗
祭
の
語
部
は
そ
れ
だ
け
に
し
て
風
俗
へ
。

国
風
の
歌
が
諸
国
よ
り
奉
ら
れ
、
そ
の
中
に
代
表
者
が
決
つ
て
来
る
。
国

風
に
は
意
味
が
あ
る
。
国
が
定
ま
る
理
あ
ら
う
が
、
わ
か
ら
ん
。
た
ゞ
国

風
中
、
一
種
特
別
な
の
が
東
の
国
風
の
東
歌
。
大
嘗
祭
に
東
歌
が
奏
せ
ら

れ
る
こ
と
伝
は
ら
ず
。
大
嘗
祭
は
、
国
家
に
と
つ
て
古
典
的
の
行
事
で
あ

る
。
昔
は
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
生
活
の
古
典
に
過
ぎ
な
く
、
日
本
国
家

成
立
後
、
生
活
の
古
典
と
な
り
、
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
早
し
。

東
の
国
が
日
本
に
な
ら
ぬ
中
に
、
生
活
の
古
典
と
な
つ
た
か
ら
、
東
の
国

風
が
大
嘗
祭
に
出
な
い
。
新
附
の
蕃
人
は
、
皆
大
嘗
祭
に
来
る
。
隼
人
、

国
栖
等
が
来
て
、
歌
を
奏
す
。
つ
ま
り
国
に
対
し
て
、
蕃
人
の
ふ
り
あ
り
。

東
は
、
そ
れ
に
入
ら
ん
ほ
ど
古
代
日
本
に
と
つ
て
、
新
し
い
国
で
あ
つ
た
。

少
く
と
も
、
平
安
に
な
つ
て
す
ぐ
に
、
東
国
の
歌
が
何
か
の
時
に
奉
ら
れ
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た
に
違
ひ
な
い
。
平
安
朝
の
み
な
ら
ず
万
葉
に
も
古
今
に
も
東
歌
あ
り
。

そ
の
後
、
七
八
十
年
、
東
遊
の
歌
が
固
定
す
。
舞
を
主
と
す
。
歌
は
客
体
。

こ
の
三
者
は
東
の
国
風
で
、
東
人
が
誓
ふ
法
式
が
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。

新
式
故
に
、
大
嘗
祭
に
は
加
ら
ず
。

東
国
の
ふ
り
の
入
つ
た
の
は
、
ほ
ゞ
目
当
つ
く
。
荷
前
の
初
荷
を
持
つ
て

来
る
時
に
、
宮
廷
に
服
従
を
誓
ふ
た
。
時
期
が
違
ふ
。
荷
前
を
持
ち
来
る

頃
に
行
ふ
事
で
あ
つ
た
。
古
い
国
風
の
中
か
ら
七
国
の
国
風
が
唱
へ
ら
れ
、

語
部
が
離
れ
た
。
そ
の
後
、
国
風
は
、
悠
紀
・
主
基
の
国
よ
り
の
み
奉
ら

れ
た
。
風
俗
は
、
悠
紀
・
主
基
、
旧
い
日
本
の
属
国
の
み
な
ら
ず
、
ご
く

新
し
い
東
よ
り
異
つ
た
場
合
に
奉
ら
れ
た
こ
と
は
思
は
れ
る
。
諸
国
に
す

べ
て
行
は
れ
た
国
風
は
、
物
語
よ
り
落
ち
た
も
の
。
そ
の
歌
を
中
心
と
し

た
説
話
が
発
達
し
た
。
こ
ん
な
歌
を
多
く
知
る
こ
と
が
大
切
な
事
で
あ
る
。

身
を
守
り
、
富
を
増
し
、
健
康
を
保
つ
も
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
歌
物
語

発
達
の
導
き
で
あ
る
。
貴
族
が
覚
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
歌
を
書
い
て
、
貴
族
の

子
弟
に
読
ま
せ
た
。
そ
れ
が
、
大
き
な
平
安
の
物
語
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

平
安
の
初
め
頃
か
ら
の
風
俗
は
、
主
と
し
て
悠
紀
・
主
基
の
も
の
で
一
番

注
意
を
引
き
、
い
つ
も
悠
紀
・
主
基
の
役
員
が
繰
り
返
す
場
合
が
多
か
つ

た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
限
ら
ん
証
拠
は
、
東
遊
の
一
部
と
信
じ
ら
れ
る

風
俗
歌
は
、
東
の
国
の
が
主
と
し
て
、
残
つ
て
ゐ
る
。
風
俗
は
悠
紀
・
主

基
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
東
の
国
の
歌
に
も
風ふ

俗ぞ
く

と
云
ふ
。

さ
て
、
悠
紀
・
主
基
の
国
で
は
、
少
な
く
と
も
、
稲
穂
を
中
心
と
し
て
、

総
て
の
行
事
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
稲
穂
は
、
ほ
と
ん
ど
神
の
扱
ひ
を
受
け

て
ゐ
る
。
徳
川
時
代
、
茶
壺
等
を
大
名
行
列
し
て
ゐ
る
の
は
、
一
種
の
魂

神
を
運
ぶ
習
は
し
が
続
い
た
も
の
。
悠
紀
・
主
基
の
主
な
人
は
、
酒
に
関

し
た
人
の
み
。
男
女
の
役
員
あ
れ
ど
、
女
の
方
は
、
造サ
カ
ツ
コ

酒
子
を
一
人
定
め

る
。
郡
の
長
官
、
郡
領
の
女
で
あ
る
。
最
高
の
巫
女
で
あ
る
。
郡
は
、
も

と
の
国
の
広
さ
で
、
郡
領
は
国
の
造
で
あ
る
。
国
造
は
、
最
高
の
神
職
で

政
権
も
あ
つ
た
。
男
の
方
は
、
稲
実
の
君
が
一
人
選
ば
る
。
酒
と
米
と
が

定
ま
る
。
根
本
的
に
日
本
で
は
、
酒
と
米メ

シ

と
の
間
に
区
別
が
な
く
、
米
の

一
変
態
と
し
て
ゐ
た
。
女
の
方
で
は
、
造
酒
子
の
下
に
酒
波
人
、
こ
な
ふ

る
ひ
（
篩
粉
）
一
人
、
共ア

ヒ
ツ
ク
リ造

二
人
、
多
米
酒
波
一
人
、
こ
れ
だ
け
酒
に
あ

づ
か
る
巫
女
が
出
来
る
。
男
の
方
は
、
稲
実
の
他
に
、
灰
焼
一
人
、
採
薪

四
人
、
こ
の
他
に
、
男
女
歌
人
二
十
人
、
歌
女
二
十
人
、
こ
れ
位
が
悠

紀
・
主
基
で
撰
ば
れ
、
そ
の
他
、
沢
山
の
人
が
出
て
来
る
。
こ
れ
ら
の
人

間
が
さ
か
つ
こ
、
さ
か
な
み
等
云
ふ
て
も
、
必
ず
し
も
酒
の
事
の
み
で
な

く
、
斧
入
れ
る
の
が
さ
か
つ
こ
の
役
で
あ
る
、
と
云
ふ
風
に
す
る
。
時
期

来
る
と
、
稲
を
積
ん
で
都
へ
上
り
、
土
地
を
撰
ん
で
、
在
京
の
斎ユ

ニ
ハ場

を
作

る
。
大
抵
、
こ
れ
は
北
野
に
後
に
は
作
る
。
大
嘗
祭
の
前
に
、
大
嘗
宮
へ

運
ん
で
来
る
。
結
局
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
稲
の
魂
を
守
つ
て
来
て
、
酒
に

し
、
米
に
し
て
、
天
子
の
身
に
入
れ
る
ま
で
の
間
を
守
護
す
る
。

稲
の
魂
は
、
神
の
考
へ
が
生
ず
る
以
前
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
。
外
来
魂
で
、

こ
れ
が
つ
く
と
、
農
業
司
る
権
と
健
康
を
得
る
。
天
子
に
と
つ
て
は
内
部

の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
大
切
の
も
の
ゝ
故
に
大
嘗
宮
の
稲
は
入
れ
る
の

に
も
警
蹕
の
声
を
か
け
る
。
貴
い
神
で
な
け
れ
ば
か
け
な
い
。
天
子
で
も

尊
い
社
等
で
は
か
け
な
い
。
貴
い
神
が
来
た
し
る
し
。
宮
廷
で
は
天
子
の

時
、
を
し
〳
〵
と
云
ふ
。
家
々
・
国
々
で
違
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
声
で
、

ど
こ
の
何
か
わ
か
つ
た
。
貴
人
が
来
た
か
ら
悪
者
の
け
と
云
ふ
警
蹕
を
稲

の
入
る
時
に
か
け
る
。
物
質
で
は
な
く
稲
の
魂
で
あ
る
。
稲う

か
の
み
た
ま魂

と
日
本
式
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に
云
ふ
。
う
か
は
う
け
の
熟
語
を
つ
け
る
形
。
と
よ
う
け
の
う
け
で
、
召

し
上
が
り
も
の
の
意
で
、
酒
の
方
に
近
い
こ
と
ば
で
あ
る
。
と
も
か
く
、

稲
の
魂
を
う
か
の
み
た
ま
と
云
ふ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
警
蹕
の
声
を
か
け
る
。

大
嘗
祭
行
事
の
大
部
分
は
稲
と
天
子
と
の
関
係
で
あ
る
。
で
、
そ
の
悠
紀

殿
・
主
基
殿
の
行
事
に
入
る
。

悠
紀
殿
・
主
基
殿
が
二
国
に
な
つ
た
の
は
、
何
時
の
頃
か
不
明
で
あ
る
。

近
代
は
、
亀
卜
で
定
め
た
が
、
昔
は
何
か
他
の
方
法
ら
し
い
。
延
喜
式
等

で
も
国
々
の
名
前
の
幣
に
つ
け
て
来
る
の
を
選
ぶ
様
で
あ
る
ら
し
い
。
そ

れ
を
国
郡
卜
定
と
云
ふ
。
さ
て
、
そ
の
悠
紀
国
・
主
基
国
と
云
ふ
の
は
、

大
体
、
畿
内
（
語
弊
あ
り
）、
つ
ま
り
朝
廷
の
勢
力
及
ぶ
中
で
、
最
も
天

子
の
ゐ
る
大
和
に
近
い
国
々
の
中
で
選
ば
れ
る
や
う
で
あ
る
。
そ
の
国
は

考
へ
て
み
る
と
、
悠
紀
殿
は
東
、
主
基
殿
は
西
に
。

悠
紀
等
に
関
す
る
も
の
は
悠
紀
左
、
主
基
右
で
、
後
に
な
る
。
そ
れ
で
考

へ
る
と
天
子
の
勢
力
の
及
ぶ
国
々
の
中
で
も
、
殊
に
大
和
を
中
心
と
し
て

や
ゝ
広
が
り
か
け
た
頃
の
畿
内
の
地
方
へ
及
ん
だ
位
の
時
代
に
定
つ
た
。

私
は
、
悠
紀
と
は
天
孫
人
種
の
向
ふ
方
角
の
前
に
あ
た
り
、
主
基
は
後
に

位
す
る
方
と
考
へ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
前
後
両
面
を
選
ん
だ
。
前
方
と
後
方

を
選
ん
で
代
表
を
定
め
た
。必
ず
し
も
神
の
意
に
叶
つ
た
の
で
な
く
、国
々

の
代
表
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
と
思
ふ
。
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
ん
が
、
悠
紀
と

は
行
く
、
主
基
は
過
ぎ
と
仮
定
し
て
ゐ
る
。
事
実
に
於
て
も
大
体
悠
紀
・

主
基
の
有
様
は
悠
紀
は
大
和
の
東
南
、
主
基
は
北
西
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ

の
悠
紀
・
主
基
の
国
の
定
ら
な
い
前
は
、
国
々
か
ら
新
嘗
屋
を
沢
山
造
つ

て
、
こ
れ
を
天
子
が
廻
つ
て
歩
か
れ
た
。
そ
れ
が
二
つ
に
固
定
し
た
の
で

あ
る
。

こ
の
悠
紀
殿
・
主
基
殿
は
一
つ
の
垣
内
に
あ
り
、
間
に
目
隠
し
あ
る
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
も
簡
略
な
形
で
後
世
の
立
蔀
を
立
て
東
西
に
殿
あ
り
。
柴

垣
周
り
、
南
北
に
門
あ
り
。
椎
の
若
枝
を
さ
す
。
そ
れ
が
昔
よ
り
云
ふ
青

柴フ
シ
ガ
キ垣

で
あ
る
と
思
ふ
。
ふ
し
と
は
ど
の
木
と
定
つ
て
ゐ
な
い
。
柴
と
ふ
し

と
は
同
じ
と
見
て
も
よ
く
、
一
種
の
木
の
枝
を
用
ゐ
る
時
の
物
質
名
詞
が

ふ
し
。
そ
の
木
の
枝
に
青
い
も
の
が
挿
し
て
あ
る
の
が
青
柴フ

シ

垣
。
そ
の
意

味
は
何
か
。
そ
の
地
に
悠
紀
・
主
基
殿
を
建
て
る
の
は
、
黒
木
を
用
ゐ
る
。

今
の
考
へ
は
常
識
で
あ
る
。
黒
木
と
は
昔
よ
り
京
の
八
瀬
の
里
よ
り
宮
中

へ
奉
ら
れ
、
貴
族
の
家
を
造
り
、
後
に
は
売
ら
れ
た
。
黒
木
は
竈
で
燻
し

て
、
木
を
焼
く
。
こ
れ
が
八
瀬
の
職
業
で
あ
る
。
と
も
か
く
一
種
の
神
秘

な
山
の
神
人
の
奉
る
木
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
青
柴
垣
を
取
り
廻
し
た
。
何

故
か
と
云
ふ
と
、
記
の
中
に
垂
仁
の
子
、
ほ
む
ち
わ
け
の
皇
子
、
記
紀
に

伝
記
あ
れ
ど
、
系
図
中
な
し
。
さ
ほ
ひ
め
の
子
で
あ
る
。
物
を
云
は
な
い

で
…
…
「
黒
木
の
橋
を
作
り
、
仮
宮
を
造
り
て
ま
さ
し
め
き
。
名
は
き
ひ

さ
つ
み
、
青
葉
…
…
こ
の
川
下
に
、
青
葉
の
山
な
せ
る
は
山
と
見
え
て
山

に
あ
ら
ず
、
け
だ
し
出
雲
…
…
」　

ほ
む
ち
わ
け
の
皇
子
は
、
出
雲
で
肥

の
川
の
中
に
仮
宮
を
造
ら
れ
た
。
国
造
の
き
ひ
さ
つ
み
が
青
葉
の
山
で
家

を
作
つ
た
。
御
馳
走
せ
ん
と
し
て
、
家
を
作
つ
た
の
で
あ
る
。
青
葉
が
山

の
や
う
だ
が
山
で
は
な
い
。
あ
し
は
ら
の
し
こ
を
の
神
、
大
国
主
の
神
主

（
古
事
記
中
巻
）
…
…
こ
れ
は
、
神
を
迎
へ
る
時
に
青
葉
を
山
と
立
て
ゝ
、

目
じ
る
し
に
し
て
神
を
迎
へ
て
御
馳
走
を
す
る
。
尊
い
皇
子
の
話
と
し
て
、

こ
ゝ
に
残
つ
て
ゐ
る
。
お
そ
ら
く
柴
垣
に
椎
の
若
枝
を
挿
す
の
は
、
神
迎

へ
の
形
で
、
こ
の
神
は
天
つ
神
に
も
天
子
に
も
見
え
る
（
後
述
）。

こ
の
青
い
山
が
大
嘗
宮
で
は
垣
に
な
つ
て
ゐ
る
が
北
野
の
斎
場
で
は
標
の
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山
に
な
つ
て
も
つ
て
立
て
ら
れ
た
。
平
安
で
は
専
ら
ひ
を
と
用
ゐ
ら
れ
た

ら
し
い
。
歌
に
ひ
を
の
や
ま
と
し
て
ゐ
る
。
京
の
人
は
発
音
不
完
全
で
拗

音
出
ず
。
こ
れ
を
標
と
す
る
の
は
式
の
時
の
控
へ
場
所
の
し
る
し
を
ひ
を

と
云
ふ
。
や
は
り
古
く
は
し
め
や
ま
と
云
つ
た
の
で
あ
る
の
が
、
平
安
に

ひ
を
と
な
つ
た
。
神
の
占
め
る
し
る
し
の
山
で
あ
る
。
し
る
し
を
見
せ
る

山
で
神
の
し
め
山
で
あ
る
。
そ
れ
を
平
安
に
は
ひ
を
の
山
と
云
ひ
、
北
野

の
悠
紀
・
主
基
の
一
つ
立
ち
、
斎
場
に
引
い
て
来
る
。
神
、
ひ
を
の
山
に

乗
せ
て
、
悠
紀
殿
・
主
基
殿
に
送
る
。
神
の
目
じ
る
し
で
、
ひ
を
の
山
は
、

こ
の
後
ど
う
な
る
か
、
不
明
。
こ
の
標
の
山
の
形
が
古
来
よ
り
近
世
ま
で

残
つ
て
ゐ
る
。
必
ず
し
も
標
の
山
が
近
世
の
風
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
が
、

近
世
の
祭
の
屋
台
、
や
ま
、
青
山
様
は
、
ひ
を
の
山
の
簡
単
な
形
で
、
青

葉
を
失
つ
て
来
た
形
で
あ
る
。

記
で
も
標
山
の
原
形
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
常
に
も
用
ゐ
た
と
思

ふ
が
、
大
嘗
に
特
に
注
目
さ
れ
た
。
一
番
盛
ん
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
が
祇
園

会
で
あ
る
。
夏
祭
の
本
元
は
祇
園
会
で
、
こ
れ
が
栄
へ
て
、
夏
の
祭
り
の

起
り
と
な
る
。
夏
祭
り
は
、
田
植
の
さ
な
ぶ
り
。
田
の
神
を
振
舞
す
る
祭

が
、
夏
祭
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
次
第
に
農
村
の
行
事
で
な
く

な
つ
た
の
は
家
々
郡
等
の
祭
り
で
な
く
な
つ
て
か
ら
。
奈
良
の
頃
よ
り
怨

霊
の
祟
り
（
道
教
）
を
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
御
霊
様
の
信
仰
が
進
ん
だ
。

京
は
殊
に
盛
ん
で
、
五
ヶ
所
の
御
霊
を
ま
つ
つ
て
、
御
霊
会
を
行
ひ
、
神

を
慰
め
て
悪
事
を
と
ゞ
め
、
遂
に
こ
れ
を
抑
へ
る
神
を
考
へ
た
。
即
ち
牛

頭
天
王

―
平
安
、
道
教
は
仏
僧
が
多
く
と
り
扱
つ
て
ゐ
る
経
典
中
の
仏

教
の
天
部
の
神
の
名
を
と
つ
て
来
て
、
日
本
に
な
い
神
の
名
前
に
し
た
。

こ
れ
も
そ
れ
で
、
祇
園
様
で
日
本
式
に
は
須
佐
之
男
の
命
と
し
た
。
す
さ

の
を
は
田
の
神
で
あ
る
か
ら
、
牛
頭
と
一
緒
に
な
つ
た
。
こ
れ
が
怨
霊
を

抑
へ
る
力
あ
り
。
怨
霊
を
抑
へ
る
た
め
に
祇
園
会
を
す
る
。
こ
の
時
、
山

を
出
し
、
山
を
中
心
と
し
て
祭
り
を
行
つ
た
。
次
第
に
祭
り
に
山
桙
が
行

は
れ
る
に
至
つ
た
。
主
と
し
て
夏
祭
り
。

第
三
日　

九
時

今
日
は
第
五
御
慶
と
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
。
御ゴ

ケ
イ禊

と
云
ふ
。
天
子
の
禊
ぎ

に
関
し
た
話
。

大
嘗
祭
の
用
意
と
し
て
十
一
月
は
全
体
物
忌
み
月
と
し
て
散
斎
と
云
ひ
、

大
嘗
祭
の
前
日
二
日
と
大
嘗
祭
の
日
を
致
斎
と
云
ふ
。
前
者
、
自
由
な
れ

ど
穢
れ
、
神
事
上
の
も
つ
れ
た
問
題
に
与あ

づ

か
ら
ぬ
。
し
か
し
、
昔
は
一
日

位
致
斎
を
し
た
の
が
、
令
の
規
定
以
来
軽
く
な
る
。
十
月
末
日
が
選
ば
れ

て
山
背
京
で
は
賀
茂
川
の
あ
る
点
で
禊
ぎ
を
す
る
。
そ
れ
を
御
禊
と
云
ふ
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
伊
勢
の
斎
宮
・
賀
茂
の
斎
院
が
斎
内
親
王
に
な
ら
れ

る
時
に
予
め
御
禊
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
見
る
と
神
主
の
職
を
す
る
た
め
に

予
め
禊
ぎ
を
す
る
こ
と
ゝ
な
る
。
斎
宮
、
院
、
天
皇
の
禊
ぎ
は
同
格
で
あ

る
。
古
く
は
禊
ぎ
な
ら
ん
。

禊
ぎ
と
祓
へ
の
区
別
。

祓
へ
と
は
穢
れ
、
或
は
慎
む
べ
き
事
を
犯
し
、
触
れ
た
場
合
に
そ
れ
を
贖あ

が
な

ふ
た
め
に
所
有
物
を
提
供
し
て
罪
を
払
ふ
祭
り
を
す
る
。
後
世
、
禊
ぎ
の

代
物
と
さ
れ
る
が
、
さ
う
で
は
な
い
。
祓
ひ
の
神
事
に
神
に
供
へ
る
物
を

提
供
す
る
。
神
は
こ
れ
を
受
け
て
罪
な
き
も
の
と
見
て
く
れ
る
。
こ
れ
を

祓
へ
と
云
ふ
。
神
事
に
あ
づ
か
る
人
が
、
他
動
的
の
意
味
で
。

禊
ぎ
は
さ
う
で
は
な
い
。
後
世
は
身
の
穢
れ
た
時
に
行
ふ
の
だ
と
云
ふ
事
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実
。
伊
邪
那
岐
の
命
が
黄
泉
の
国
で
穢
れ
、
日
向
の
阿
波
岐
原
で
禊
ぎ
を

し
た
と
。
こ
の
話
も
禊
ぎ
と
祓
へ
の
混
乱
後
の
も
の
。
禊
ぎ
は
神
事
に
与

る
用
意
に
身
を
浄
め
る
。
神
を
迎
へ
る
為
に
家
を
禊
ぎ
し
、
家
人
は
神
に

お
目
に
か
ゝ
れ
る
や
う
に
、
又
あ
づ
か
ら
ぬ
人
は
海
川
で
禊
ぎ
を
し
て
、

慎
ん
で
ゐ
る
。
後
の
神
道
で
吉
事
祓
へ
・
凶
事
祓
へ
と
云
ふ
が
吉
事
祓
へ

は
な
い
。
良
い
事
を
待
つ
た
め
に
み
そ
ぐ
の
は
禊
ぎ
で
、
吉
事
を
考
へ
て

ゐ
る
。
祓
へ
は
、
穢
れ
、
悪
い
事
を
し
た
時
に
云
ふ
。
後
に
は
刑
罰
、
又

は
禊
ぎ
を
祓
除
と
云
ふ
。
し
か
し
こ
れ
は
禊
ぎ
の
事
で
あ
る
。

宮
廷
で
大
祓
す
る
の
は
実
は
御
禊
で
あ
る
。
平
安
朝
で
す
で
に
誤
り
、
奈

良
の
頃
に
（
聖
武
）
す
で
に
混
合
す
。

大
祓
で
祓
へ
る
べ
き
罪

―
神
に
対
し
て
慎
む
べ
き
こ
と

―
、
天
つ
罪

と
は
天
上
の
罪

―
須
佐
之
男
が
犯
し
た
か
ら
こ
の
国
で
も
慎
む

―
国

つ
罪
中
に
穢
れ
つ
き
が
あ
る
が
、
さ
う
で
な
い
も
の
例
へ
ば
、
高
つ
鳥
、

這
ふ
虫
の
災
ひ
、
等
云
ふ
。
高
つ
鳥
、
高
つ
神
の
災
ひ
は
天
の
鳥
や
神
が

入
つ
て
来
た
時
の
慎
し
み
。
鳥
や
蛇
の
出
る
こ
と
は
こ
の
家
が
神
の
家
に

な
つ
た
し
る
し
。
内
地
で
喜
ぶ
の
は
こ
れ
。
沖
縄
で
は
三
日
間
家
を
出
て
、

禊
ぎ
を
し
て
ゐ
る
。
後
に
は
一
日
に
な
り
、
や
ら
な
く
も
な
る
。
先
年
那

覇
の
芸
者
（
ず
り
）
が
死
ん
だ
の
を
見
て
、
ず
り
の
人
々
が
騒
い
で
、
浜

下
り
を
し
て
禊
ぎ
を
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
穢
れ
で
あ
る
が
、
も
と
は
神
の

来
る
し
る
し
。
し
ら
ひ
と
、
こ
く
み
。
こ
く
み
は
背
虫
と
云
ふ
が
、
国
つ

罪
と
な
つ
て
ゐ
、
こ
れ
が
出
来
る
と
い
け
な
い
と
云
ふ
て
ゐ
る
が
実
は
、

そ
ん
な
人
を
神
に
供
へ
て
ゐ
る
。
こ
の
人
は
神
の
占
領
し
た
人
で
神
人
と

な
る
べ
き
人
で
、
そ
れ
を
み
そ
が
し
て
神
に
供
す
。
奈
良
に
す
で
に
禊
ぎ

と
祓
へ
を
一
に
し
て
皆
慎
し
み
と
考
へ
て
ゐ
る
。
祓
へ
は
贖
罪
と
し
て
祭

の
費
用
を
出
す
行
事
。
禊
ぎ
は
吉
事
の
方
で
、
良
い
も
の
を
待
ち
か
ま
へ

る
為
で
美
し
く
す
る
。
日
本
で
は
唱
へ
言
を
す
れ
ば
古
家
が
新
し
く
な
る
。

新
嘗
の
新
室
を
一
言
唱
へ
て
新
室
と
信
じ
た
。
そ
の
こ
と
が
大
嘗
祭
、
新

嘗
祭
に
も
行
は
れ
、
こ
れ
で
な
く
と
も
神
今
食

―
古
米
を
食
べ
る

―

の
時
に
も
行
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
宮
廷
で
は
大
殿
祭
と
云
つ
て
新
室
ほ
か

ひ
と
言
は
ぬ
。
神
今
食
、
新
嘗
、
大
殿
祭
は
大
嘗
祭
に
も
行
は
る
。
こ
れ

は
大
抵
祭
り
（
御
飯
を
食
べ
る
祭
り
の
）
の
行
は
れ
る
日
の
夜
明
方
に
仮

装
し
た
人
々
が
宮
殿
を
清
め
て
廻
つ
て
出
て
行
く
。
そ
の
後
、
祭
り
が
始

ま
る
。
新
し
い
神
が
来
る
と
天
子
が
神
と
共
に
食
す
る
仕
事
に
な
つ
て
ゐ

る
。
神
祭
り
は
振
る
舞
ひ
の
行
事
が
中
心
で
、
そ
の
前
に
天
子
の
居
る
処

を
新
室
に
し
て
歩
く
。
大
殿
祭
と
云
ふ
。

大
嘗
祭
で
は
悠
紀
・
主
基
殿
の
出
来
る
と
同
時
に
す
る
。
平
常
の
大お

ほ
と
の
ほ
か
ひ

殿
祭

の
間
に
天
子
は
湯
殿
に
入
つ
て
身
を
清
め
て
ゐ
る
。
禊
ぎ
を
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て
後
に
御
殿
で
祭
り
が
行
は
れ
る
。
神
祭
り
に
予
め
出
て
来
る
人
は
、

御
殿
を
清
め
に
来
る
だ
け
。
平
安
の
考
へ
で
云
ふ
と
山
人
と
称
す
る
山
の

神
に
仕
へ
る
神
人
。
も
と
は
山
の
神
で
あ
つ
て
清
め
て
く
れ
る
。
そ
の
後

へ
客
人
神
が
来
て
天
子
と
共
に
御
飯
を
食
べ
た
。
そ
れ
等
の
人
が
云
ふ
こ

と
ば
を
延
喜
式
で
は
大
殿
祭
祝
詞
と
云
ふ
。

ほ
か
ひ
は
祝
福
す
る
も
の
。
詞
と
云
ふ
事
。
大
殿
を
祝
福
す
る
こ
と
ば
。

同
時
に
動
作
も
大
殿
祭
。
大
殿
祭
、

―
祝
詞
と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
平
安

で
は
日
本
神
道
は
わ
か
ら
ん
。

大
殿
祭
は
祝
詞
で
な
く
、
護
詞
又
は
鎮
護
詞
と
書
い
て
、
い
は
ひ
ご
と
と

云
ふ
。
天
子
の
云
ふ
の
が
祝
詞
。
上
へ
下
よ
り
云
ふ
の
が
寿
詞
。
神
の
代

理
者
が
家
の
精
霊
に
云
ふ
こ
と
ば
。
山
人
神
が
土
地
の
精
霊
の
代
表
者
で
、
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家
の
精
霊
を
抑
へ
る
力
あ
り
。
そ
れ
に
云
ふ
て
聞
か
せ
て
行
く
。
中
間
の

も
の
が
部
下
の
も
の
に
云
ふ
形
。「
俺
は
か
う
し
た
方
に
い
ひ
つ
け
ら
れ
て
、

か
う
云
ふ
か
ら
し
て
守
つ
て
く
れ
」
と
云
ふ
式
の
土
地
精
霊
の
代
表
者

山
の
神
が
目
下
の
家
屋
の
精
霊
に
云
ひ
聞
か
せ
る
詞
を
、
い
は
ひ
ご
と
と

云
ふ
。
大
殿
祭
は
こ
れ
。
祝
詞
に
非
ず
。
い
は
ひ
ご
と
を
云
ふ
の
は
招
か

れ
る
神
で
な
く
、
家
を
新
し
く
し
て
廻
る
。
そ
の
後
、
本
式
の
祭
が
始
ま

る
。

そ
の
間
、
天
子
は
お
湯
を
召
す
。
大
嘗
祭
で
は
、
大
殿
祭
が
早
く
出
て
ゐ

る
か
ら
卯
の
日
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
お
湯
の
こ
と
は
し
き
り
に
行
は
る
。

大
嘗
宮
は
紫
宸
殿
の
前
に
出
来
、
紫
宸
殿
の
南
に
。
東
に
は
廻
立
殿
が
作

ら
る
。
そ
の
外
か
ら
大
嘗
宮
ま
で
廊
下
様
の
も
の
が
出
来
て
ゐ
る
。
も
と

は
土
の
た
ゝ
き
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
廻
立
殿
は
、
悠
紀
・
主
基
殿
に
行

く
前
の
用
意
の
場
。
紫
宸
殿
は
常
の
御
殿
で
、
廻
立
殿
は
祭
に
お
籠
り
に

な
る
御
殿
で
、
そ
の
殿
の
名
前
は
何
故
つ
い
た
か
不
明
。
三
間
南
北
、
東

西
五
間
の
殿
。
そ
の
中
、
西
半
分
を
天
子
の
居
ら
れ
る
処
と
し
、
東
の
方

の
残
り
は
竹
の
簀
に
し
て
あ
る
。
そ
こ
が
茶
の
湯
ど
こ
ろ
で
、
意
味
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
神
秘
な
こ
と
で
詳
し
い
行
事
は
わ
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
悠

紀
・
主
基
の
方
が
、
神
秘
に
私
に
は
考
へ
ら
れ
る
が
、
大
嘗
宮
の
方
は
わ

か
る
が
、
廻
立
殿
の
御
儀
は
わ
か
ら
な
い
。
天
子
は
卯
の
日
の
式
、
辰
の

日
の
式
の
中
に
始
終
廻
立
殿
に
か
へ
つ
て
、
湯
を
つ
か
は
れ
る
。
お
も
て

立
つ
た
の
は
三
度
で
、
そ
の
用
法
は
不
明
で
あ
る
。

湯
と
は
温
い
も
の
か
ど
う
か
疑
問
。
湯
は
斎ユ

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
湯
に
な

る
運
び
が
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
間
に
斎
ふ
川
水
あ
り
て
、
天
子
が
お
清

め
に
な
る
川
は
、
使
ふ
水
を
汲
む
と
こ
ろ
。
人
間
の
用
水
が
す
べ
て
川
、

井
泉
、
池
、
清
水
。
斎
ふ
川
は
禊
ぎ
の
用
水
と
云
ふ
事
。
斎
川
水
が
次
第

に
変
化
し
て
来
て
、
次
第
に
ゆ
と
云
ふ
事
に
な
る
。
か
く
見
れ
ば
運
び
は

自
然
。
ゆ
か
は
は
水
で
よ
い
。

日
本
の
信
仰
で
は
、
初
春
に
あ
る
国
か
ら
温
い
水
が
、
水
の
出
る
と
こ
ろ

へ
共
通
に
出
る
と
し
た
思
想
か
ら
し
て
、
い
づ
る
ゆ
、
い
で
ゆ
が
多
く
、

神
秘
な
も
の
と
さ
れ
た
。
常
世
の
国
よ
り
地
下
を
通
つ
て
来
た
温
い
水
を

尊
重
し
た
。
で
な
く
と
も
ゆ
か
は
の
水
は
温
い
と
信
じ
た
。
次
第
に
ゆ
か

は
水
に
は
ぬ
る
い
も
の
を
用
ゐ
た
。
こ
れ
が
湯
の
起
り
。
古
く
ゆ
と
あ
つ

て
も
湯
か
否
か
わ
か
ら
ん
事
多
し
。
藤
原
、
奈
良
に
天
子
等
が
温
泉
を
求

め
て
旅
行
す
る
の
は
禊
ぎ
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
関
係
か
ら
宮
廷
の

ゆ
か
は
水
が
ぬ
る
水
即
ち
湯
が
用
ゐ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
湯
は
禊
ぎ
の
水

で
こ
れ
に
入
る
と
神
人
に
な
る
。
湯
に
入
る
と
、
神
で
あ
る
。
日
本
の
伝

説
で
は
、
天
よ
り
来
た
天
つ
乙
女
が
湯
に
入
つ
た
の
が
人
間
と
な
つ
た
と

云
ふ
話
が
段
々
あ
る
が
、
天
の
羽
衣
を
と
る
と
人
間
に
な
る
と
考
へ
ら
れ

た
。
こ
の
話
の
も
と
は
天
の
真
名
井
の
七
人
の
天
つ
乙
女
の
話
で
あ
る
。

こ
の
乙
女
が
後
に
外
宮
の
豊
受
大
神
と
な
つ
た
。
こ
の
縁
で
但
馬
か
ら
八

乙
女
が
宮
廷
に
も
伊
勢
へ
も
出
た
。
禊
ぎ
を
奉
仕
す
る
人
。
昔
は
古
代
の

あ
る
時
期
ま
で
は
旦
波
氏
の
人
が
后
に
な
る
習
慣
あ
り
。
そ
の
後
に
は
旦

波
氏
の
人
の
形
を
と
つ
て
后
と
な
る
こ
と
ゝ
な
る
。
す
る
と
八
処
女
の
話

と
旦
波
氏
と
関
係
が
あ
る
。
神
秘
な
話
と
な
る
。
注
意
。

天
の
真
名
井
の
話
で
は
羽
衣
を
と
つ
て
人
間
に
な
つ
た
と
す
る
の
は
後
の

考
へ
で
本
当
は
神
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
。

吾
々
の
時
代
ま
で
二
百
年
位
前
に
は
湯
殿
へ
は
湯
具
ふ
ん
ど
し
を
締
め
て

入
つ
た
。
昔
は
風
呂
へ
行
つ
て
二
本
持
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
湯
具
を
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締
め
換
へ
て
湯
に
入
る
。
何
故
か
と
云
ふ
と
今
か
ら
云
へ
ば
隠
し
所
を
見

せ
な
い
為
と
云
ふ
が
、
こ
れ
は
合
理
解
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
吾
々
の
や

う
に
下
帯
を
汚
れ
る
も
の
で
つ
け
て
ゐ
る
の
が
間
違
ひ
。
上
で
は
毎
日
か

へ
る
。
下
帯
は
人
に
見
せ
な
い
為
で
な
く
物
忌
み
の
衣
で
あ
る
。
物
忌
み

を
ど
う
す
る
か
不
明
。
女
の
方
は
解
ら
な
い
。
民
間
の
風
俗
で
は
極
く
近

頃
ま
で
男
が
ふ
ど
し
す
る
の
が
男
の
資
格
を
得
る
。
十
五
で
若
衆
と
な
り
、

若
衆
宿
へ
挨
拶
に
行
く
。
こ
れ
を
袴
着
と
云
ふ
。
女
の
方
で
は
裳
着
と
云

ふ
。
と
こ
ろ
が
正
式
に
は
男
女
、
袴
着
は
二
度
づ
ゝ
あ
る
。
赤
ん
坊
で
、

人
間
と
も
わ
か
ら
ん
頃
か
ら
村
の
子
供
に
な
る
間
に
七
八
才
一
度
。
こ
の

式
が
平
安
貴
族
で
や
か
ま
し
い
。
も
一
つ
一
人
前
の
男
、
乙
女
に
な
る
時

に
、
も
一
度
す
る
。
我
々
は
二
度
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
貴
族
は
若
く

一
度
、
民
間
で
は
年
入
つ
て
と
考
へ
て
ゐ
る
が
も
と
は
二
度
。
お
宮
参
り

し
て
村
の
子
供
と
な
る
。
こ
の
子
供
の
頃
は
道
祖
神
へ
仕
へ
る
資
格
を
得
、

二
度
目
に
産
神
に
仕
へ
る
。
こ
ゝ
で
男
・
処
女
と
い
ふ
。
ゆ
も
じ
、
ふ
ん

ど
し
を
す
る
の
が
、
男
に
な
つ
た
し
る
し
と
考
へ
る
が
誤
り
。
ふ
ん
ど
し

は
そ
の
前
提
で
若
者
と
な
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。
物
忌
み
の
衣
で
あ
つ
て
、

い
つ
も
ふ
ん
ど
し
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
時
期
の
間
、
局
部
を
結

び
上
け
る
。
こ
れ
を
今
の
吾
々
は
解
く
が
昔
の
人
は
解
か
な
い
。
結
び
目

に
神
秘
が
あ
る
。
結
び
目
は
神
秘
で
あ
る
。
小
谷
口
碑
集
に
馬
の
耳
に
か

け
る
紐
の
結
び
目
の
事
を
記
し
て
ゐ
る
。
昔
は
女
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
結
び
方
が
あ
つ
た
。
昔
は
こ
の
時
に
は
生
殖
器
を
用
ゐ
な
い
禁
慾
生
活

で
あ
る
。

と
も
か
く
、
解
く
事
は
出
来
な
い
。
禁
慾
生
活
は
鍛
錬
の
為
で
な
く
神
秘

力
を
発
散
さ
せ
ぬ
。
天
子
が
籠
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
神
秘
な
と
こ
ろ
を

守
る
。
そ
れ
を
取
り
放
つ
て
、
は
じ
め
て
神
に
な
る
力
を
持
つ
。
神
と
な

る
以
前
に
ふ
ん
ど
し
を
つ
け
て
ゐ
る
。
神
に
な
る
と
性
慾
自
由
に
な
る
。

そ
し
て
女
の
家
へ
自
由
に
出
入
り
し
て
契
り
を
結
ぶ
。
そ
れ
ま
で
の
衣
で
、

そ
れ
を
解
く
の
が
水
の
中
、
湯
の
中
で
あ
る
。
天
子
は
湯
の
中
で
使
ふ
衣

三
様
あ
り
。
一
は
天
の
羽
衣
、
浴
衣
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
さ
う
で
は
な
い
。

な
み
ぎ
ぬ
（
波
衣
）、

―
姿
を
隠
す
衣
。
そ
の
他
も
一
つ
あ
り
。

天
の
羽
衣
は
湯
の
中
で
介
添
へ
の
女
が
お
取
り
申
す
と
は
じ
め
て
本
当
の

神
に
お
な
り
に
な
る
。
そ
の
話
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

昔
よ
り
湯
の
信
仰
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
考
へ
る
と
不
思
議
な
事
多

し
。
湯
殿
腹
と
云
ふ
子
供
が
大
分
あ
つ
て
重
ん
じ
て
ゐ
る
。
も
と
は
神
聖

味
あ
り
。
垢
掻
き
の
女
に
子
ど
も
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
さ
う
な
る
の
が

当
り
前
だ
と
云
ふ
信
仰
あ
り
。

そ
れ
は
大
昔
、
産
湯
を
尊
い
皇
子
に
す
る
時
、
皇
子
を
取
り
上
げ
る
大
湯

坐
、
若
湯
坐
と
云
ふ
。
乳
母
に
は
、
四
つ
あ
り
。
大
湯ユ

ヱ坐
・
若
湯
坐
・
飯

嚼
・
乳チ

オ
モ母
が
あ
る
。
生
れ
た
子
の
た
め
に
子
を
豪
族
に
付
託
す
る
。
こ
の

家
を
壬
生
氏
と
云
ひ
、
壬
生
部
と
云
ふ
団
体
を
壬
生
氏
に
宰
領
さ
せ
る
。

た
と
へ
ば
反
正
天
皇
の
時
の
話
。
□
□
の
丹タ

ヂ
ヒ比

が
壬
生
と
な
つ
て
丹
比
の

壬
生
氏
と
云
ひ
、
丹
比
の
壬
生
部
を
宰
領
し
た
。
後
に
は
御
名
代
部
と
云

ふ
。
生
れ
た
時
、
こ
れ
を
定
め
て
、
そ
の
氏
よ
り
前
記
四
つ
の
女
を
撰
び
、

高
い
も
の
を
大
若
湯
坐
と
し
て
産
湯
を
扱
は
せ
る
。
こ
れ
は
湯
の
中
の
子

ど
も
を
据
ゑ
申
す
こ
と
で
、
考
へ
て
見
る
と
、
た
ゞ
人
が
す
る
の
で
な
く
、

水
の
中
に
居
る
女
神
が
出
て
来
て
子
供
を
養
ふ
法
式
を
す
る
。
そ
の
証
拠

に
は
入ニ

ブ
ベ部

と
読
ま
せ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
水
の
中
へ
濳
る
仕
事
を
す
る
か
ら

で
あ
る
。
入
は
か
づ
く
で
あ
る
。
水
の
女
神
と
し
て
禊
ぎ
の
水
を
つ
か
は
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せ
る
。
第
一
回
の
禊
ぎ
で
、
同
時
に
産
湯
で
あ
る
。
丹
比
氏
で
は
氏
の
主

が
壬
生
の
天
つ
神
の
寿
詞
を
産
湯
を
使
ふ
中
に
唱
へ
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
子
が
、
毎
年
復
活
の
式
を
す
る
が
、
毎
年
産
湯
を
用
ふ
。

大
湯
坐
は
年
取
つ
て
ゐ
る
が
若
湯
坐
は
若
い
。
事
実
を
見
る
と
大
湯
坐
は

今
の
天
子
の
后
、
若
湯
坐
は
育
て
ゝ
ゐ
る
皇
子
の
后
と
な
る
傾
き
あ
り
。

飛
鳥
以
前
の
后
は
尊
い
家
の
禊
ぎ
の
職
を
奉
仕
す
る
人
で
あ
る
。
丹
波
氏

は
禊
ぎ
を
司
つ
た
家
で
、
宮
廷
、
伊
勢
へ
八
処
女
を
出
す
。
こ
の
八
処
女

が
五
節
の
舞
姫
に
関
係
が
あ
る
（
後
述
）。

日
本
の
古
代
の
詞
に
天
つ
罪
と
云
ふ
事
が
あ
る
。
大
祓
祝
詞
中
に
あ
り
。

須
佐
之
男
の
命
の
犯
し
た
罪
が
此
国
に
も
伝
つ
て
ゐ
る
。
農
事
の
罪
で
神

よ
り
天
子
に
委
託
し
た
農
を
妨
げ
る
の
が
天
つ
罪
。
罪
と
云
ふ
事
は
新
し

い
罪
悪
観
念
に
入
り
過
ぎ
て
ゐ
る
。
天
つ
罪
の
語
源
は
他
に
あ
る
筈
。
万

葉
で
は
、
雨
障
・
霖
禁
（
忌
）
と
書
い
て
ゐ
る
。
万
葉
時
代
に
は
意
味
が

変
化
し
て
ゐ
て
雨
に
籠
つ
て
ゐ
る
の
は
物
忌
み
に
家
に
籠
つ
て
外
出
出
来

な
い
の
は
同
じ
だ
と
比
喩
的
に
解
か
れ
や
す
い
。

　
　

あ
ま
つ
ゝ
み
常
す
る
君
は
久
方
の
昨
日
の
雨
に
懲
り
に
け
む
か
も

�

（
巻
四
の
五
一
九
）

い
つ
も
雨
づ
ゝ
み
し
て
ゐ
る
貴
方
は
昨
日
の
雨
で
外
出
出
来
ず
懲
り
た
ら

う
と
。

私
は
こ
れ
は
男
女
禁
慾
生
活
の
歌
と
思
ふ
。
こ
の
他
に
も
応
神
天
皇
の
時

に
、
后
を
呼
ば
れ
る
と
御
子
と
く
つ
ゝ
く
。
天
子
そ
こ
で
「
長
目
を
経
し

め
た
ま
ふ
」。
普
通
、
め
は
男
女
会
ふ
機
会
で
、
そ
の
間
を
経
る
こ
と
を

い
ふ
と
。
し
か
し
こ
の
な
が
め
も
な
が
め
い
み
と
関
係
あ
り
。
平
安
に
な

が
む
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
ぽ
か
ん
と
し
て
ゐ
る
。
眺
る
と
連
ね
て
考
へ
て
ゐ

る
が
、
実
は
ほ
う
つ
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
平
安
文
学
に
出
る
。

　
　

お
き
も
せ
で
寝
も
せ
で
夜
を
あ
か
し
て
は
春
の
も
の
と
て
な
が
め
く

ら
し
つ

こ
の
な
が
め
は
何
か
皆
関
連
あ
り
と
思
ふ
。
私
は
、
天
つ
罪
と
は
天
上
の

罪
で
は
な
し
に
、
天
上
で
須
佐
之
男
の
命
の
犯
し
た
贖
ひ
の
罪
と
云
ふ
て

ゐ
る
の
が
を
か
し
い
。
私
は
天
つ
罪
の
考
へ
が
固
定
し
て
か
ら
国
つ
罪
が

出
来
た
。
天
つ
罪
の
本
義
は
、
今
で
も
田
植
に
夫
婦
が
共
寝
し
な
い
。
徳

川
時
代
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
う
ん
と
あ
る
。
随
筆
大
成
の
十
二
巻
の
中
に

あ
る
、
こ
の
例
が
。
何
か
と
云
ふ
と
丁
度
そ
の
頃
が
一
年
中
の
雨
降
り
の

時
で
、
田
植
の
時
で
、
こ
の
時
に
は
村
の
男
女
は
神
事
関
係
と
な
る
。
男

は
神
で
女
は
巫
女
、
後
に
は
神
。

女
は
四
月
の
は
じ
め
山
籠
も
り
し
て
成
女
戒
を
得
て
、
つ
ゝ
じ
の
花
を
か

ざ
し
て
帰
つ
て
来
て
苗
代
に
立
て
る
。
こ
れ
が
田
植
の
早
乙
女
と
な
る
。

田
植
の
神
事
に
あ
づ
か
る
巫
女
の
資
格
で
、
田
植
の
終
る
ま
で
乙
女
の
生

活
を
す
る
。
男
女
と
は
、
神
事
に
あ
づ
か
る
男
女
で
生
れ
代
る
も
の
と
云

ふ
事
。
を
つ
は
生
れ
か
は
るW

ot

が
語
根
で
めこ
と
な
る
。
乙
女
は
三
種
あ

り
。
本
当
の
乙
女
、
永
久
に
乙
女
と
な
つ
た
も
の
、
後
家
さ
ん
で
な
く
て

も
年
が
二
十
を
過
ぎ
る
と
床
去
り
を
す
る
。
そ
れ
以
上
夫
婦
で
あ
る
の
は

い
け
な
か
つ
た
。
上
流
で
は
皆
や
つ
た
。
た
ま
に
愛
情
深
い
と
き
は
出
来

な
い
が
三
十
に
な
る
と
女
は
離
れ
や
う
と
し
て
神
と
な
る
。
後
世
の
男
遠

慮
し
て
お
室
様
の
時
代
と
な
る
。
徳
川
時
代
の
大
名
騒
動
は
こ
ゝ
に
起
因

す
る
。
平
安
に
は
仏
に
帰
す
。
一
種
の
乙
女
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
一
つ

は
夫
婦
で
あ
り
な
が
ら
乙
女
の
生
活
を
す
る
人
。
マ
リ
ア
が
乙
女
の
生
活

し
た
と
云
ふ
の
で
皆
早
乙
女
。
田
植
が
済
む
ま
で
男
を
ふ
れ
ず
、
男
の
方



―��90��―

研究所紀要 9号　伊藤　再校

も
田
植
前
後
女
に
ふ
れ
な
い
。
今
も
残
つ
て
ゐ
る
。
さ
ん
さ
い（
散
斎
カ
）

の
形
で
男
も
女
も
、
裳
袴
に
印
を
つ
け
て
会
は
な
い
。
だ
か
ら
、
な
が
め

を
ふ
る
と
、
云
ふ
。
長
雨
の
時
期
を
経
過
す
る
。
応
神
天
皇
は
姫
を
性
慾

的
の
苦
し
み
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
皃
見
な
が
ら
長
雨
中
女
を
ほ
つ
て
居

る
。
そ
れ
が
な
が
め
を
へ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
固
定
し
て
な
が
め

と
な
り
、
動
詞
と
な
つ
て
性
慾
的
の
憂
鬱
か
ら
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
る
。
平

安
に
は
清
々
し
く
な
つ
て
ゐ
る
が
根
本
は
性
慾
的
の
憂
鬱
。

さ
つ
き
の
物
忌
み
が
、
あ
ま
づ
ゝ
み

―
つ
ゝ
む
は
つ
ゝ
し
む
の
語
根
。

そ
の
天
づ
ゝ
み
が
天
つ
罪
を
作
つ
た
。
五
月
の
田
植
の
つ
ゝ
し
み
が
あ
ま

づ
ゝ
み
。
日
本
で
は
須
佐
之
男
の
命
が
田
の
神
で
陰
陽
道
で
牛
頭
天
王
。

も
つ
と
古
く
は
武
塔
天
神
と
云
ふ
天
部
の
神
の
名
を
須
佐
之
男
に
つ
け
た
。

悪
い
方
の
農
耕
神
で
あ
る
。
そ
れ
を
祭
つ
て
守
つ
て
も
ら
つ
た
の
で
、
須

佐
之
男
が
田
の
神
と
な
つ
た
。
須
佐
之
男
に
対
す
る
つ
ゝ
し
み
が
、
雨
の

時
の
つ
ゝ
し
み
が
あ
ま
つ
ゝ
み
だ
と
考
へ
た
。
須
佐
之
男
を
怒
ら
せ
る
事

は
出
来
な
い
と
思
つ
た
。

田
植
の
時
の
み
は
神
が
出
て
来
る
。
他
の
時
は
夜
で
な
く
て
は
出
な
い
。

だ
か
ら
夏
祭
の
神
事
の
中
心
は
昼
で
あ
る
。
田
の
行
事
で
も
田
を
囃
し
に

来
る
。
植
ゑ
つ
け
中
、
後
世
は
は
じ
め
と
終
わ
り
に
囃
し
、
田
が
定
ま
る
。

は
や
し
だ
と
云
ふ
。
後
に
は
林
田
等
の
姓
も
出
来
た
。
後
に
は
最
初
の
み

で
終
は
る
こ
と
が
あ
る
。
神
が
仮
装
し
て
来
る
。
そ
れ
が
田
舞
を
生
む
。

こ
れ
が
猿
楽
と
合
体
す
る
の
が
田
楽
で
あ
る
。
女
は
皃
を
隠
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
神
の
形
で
あ
る
。
本
来
は
巫
女
。
夜
は
田
の
神
が
作
つ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
さ
つ
き
の
間
は
神
が
外
を
廻
つ
て
ゐ
る
か
ら
男
女
合
せ
ず
。
さ

な
ぶ
り
の
時
か
ら
神
が
自
由
に
な
つ
て
男
女
の
語
ひ
を
す
る
。
そ
し
て
男

と
な
る
。こ
れ
は
近
世
の
形
あ
ら
ん
こ
と
は
、物
忌
み
厳
重
。し
か
し
、こ
ゝ

に
誤
解
あ
り
。
神
事
が
は
じ
ま
れ
ば
物
忌
み
が
な
い
。
播
磨
風
土
記
に
は
、

一
人
の
植
女
を
凌
し
て
ほ
と
を
切
つ
て
了
つ
た
事
な
ど
が
あ
つ
た
。
な
が

め
い
み
は
、
だ
か
ら
田
植
以
前
の
こ
と
。
そ
れ
が
田
植
が
済
む
ま
で
や
る

と
考
へ
た
。
丁
度
ふ
ん
ど
し
す
る
の
が
男
の
資
格
だ
と
考
へ
る
の
と
同
じ
。

本
当
は
、
資
格
を
得
る
用
意
と
し
て
。

ふ
ん
ど
し
は
ふ
も
だ
し
（

―
馬
の
ほ
だ
し
と
な
る
。
馬
の
体
に
つ
け
て

ゐ
る
も
の

―
）
だ
と
す
る
。
物
忌
み
の
一
種
の
衣
類
で
あ
る
。
こ
の
た

ぶ
さ
く
は
股
を
ふ
さ
ぐ
か
ら
云
ふ
と
云
つ
て
ゐ
る
が
実
は
着
物
を
前
へ
は

し
よ
る
の
で
あ
る
。
中
間
、
小
者
の
風
で
あ
る
。
袴
を
猿
股
の
や
う
に
し

て
ゐ
る
。
こ
れ
が
た
ぶ
さ
く
で
あ
る
。
袴
が
長
く
な
つ
て
か
ら
か
ら
げ
る

の
を
云
ふ
。
一
種
の
猿
股
類
。
私
は
男
の
ふ
も
だ
し
と
云
ふ
も
の
を
制
御

し
て
ゐ
る
着
物
だ
と
思
ふ
。
故
に
神
に
な
れ
ば
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
事
実

宮
廷
で
も
湯
の
中
で
と
ら
れ
て
情
慾
が
解
放
せ
ら
る
。

大
湯
坐
、
若
湯
坐
が
御
子
を
育
て
る
。
そ
の
中
に
産
湯
で
御
子
の
着
物
を

と
り
さ
け
て
ゐ
る
中
に
御
子
が
成
人
し
て
先
づ
触
る
の
は
若
湯
坐
で
あ
る
。

大
湯
坐
は
父
帝
に
仕
へ
る
。
本
当
の
例
は
垂
仁
の
后
、
佐
保
姫
が
稲
城
で

焼
け
、
死
ぬ
時
、

　
　

な
が
結
ひ
を
き
し
み
づ
の
を
ひ
も
を
誰
か
も
解
か
む
。

ひ
も
を
宣
長
は
直
ぐ
情
慾
的
に
考
へ
て
ゐ
る
が
、
今
ほ
ど
露
骨
に
感
じ
な

か
つ
た
。
神
秘
な
ひ
も
で
あ
る
。
天
子
が
物
忌
み
に
居
つ
た
時
で
あ
つ
た

か
ら
問
は
れ
た
の
で
佐
保
姫
は
旦
波
の
道
主
の
女
を
二
人
五
人
す
ゝ
め
て

ゐ
る
。
こ
の
時
分
丹
比
氏
の
乙
女
が
后
に
な
る
根
源
を
説
い
て
ゐ
る
。
こ

れ
ま
で
は
佐
保
姫
で
あ
つ
た
。



―��91��―

研究所紀要 9号　伊藤　再校

宣
長
は
夫
婦
だ
か
ら
緒
を
解
い
て
寝
る
の
は
誰
だ
と
問
ふ
て
ゐ
る
の
だ
と

し
て
ゐ
る
が
、
野
蕃
時
代
ほ
ど
そ
ん
な
こ
と
を
嫌
つ
た
。
結
び
目
の
解
き

方
を
知
つ
て
ゐ
る
の
は
旦
波
の
道
主
の
貴
（
女
神
）
の
女
で
あ
る
。
天
の

真
名
井
の
女
神
な
り
。
ひ
も
の
結
び
を
解
く
と
本
当
の
神
と
な
る
。
そ
の

第
一
の
行
事
は
今
解
い
た
女
に
会
は
れ
る
こ
と
で
生
長
し
た
。
若
み
こ
は

斎
川
水
で
ひ
も
を
解
い
た
女
を
そ
の
場
で
妻
と
す
る
。
そ
れ
が
若
湯
坐
が

后
に
な
る
風
で
、
そ
の
風
習
が
奈
良
・
平
安
に
忘
れ
ら
れ
、
乳
母
が
お
世

話
を
し
て
若
い
乳
母

―
即
ち
子
守
が
育
て
た
方
の
妻
と
な
る
。
証
拠
は
、

う
が
や
ふ
き
あ
へ
ず
の
み
こ
と
は
玉
依
比
売
と
夫
婦
、
め
の
と

―
妻
の

弟
と
云
ふ
事

―
を
乳
母
で
あ
る
と
学
者
は
云
ふ
。
め
の
と
が
妻
に
な
る

の
で
あ
る
。
そ
ん
な
関
係
で
一
系
は
伝
は
る
。
皆
水
神
の
女
又
は
水
の
神

の
信
仰
を
保
つ
て
ゐ
る
女
、
わ
か
る
限
り
で
は
丹
波
氏
の
女
で
あ
る
。

世
が
進
む
と
丹
波
氏
の
形
を
と
つ
て
后
と
な
る
。
そ
れ
が
変
化
し
て
来
て

藤
原
が
禊
ぎ
を
司
る
事
と
な
る
。
例
へ
ば
、
允
恭
天
皇
の
愛
人
衣
通
姫
は
、

天
皇
の
后
、
中
皇
女
の
妹
で
あ
る
。
中
皇
女
も
水
を
天
皇
に
進
め
た
人
、

そ
の
妹
は
若
湯
坐
で
あ
る
。
そ
れ
が
天
皇
の
愛
人
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ

か
ら
宮
廷
の
水
を
掌
る
の
が
藤
原
氏
と
な
つ
た
。
中
臣
の
分
れ
で
あ
る
。

何
故
藤
原
と
称
し
た
か
と
云
ふ
と
宮
廷
の
生
命
、
つ
ま
り
天
子
の
瑞
の
を

ひ
も
を
解
く
女
を
出
す
職
業
を
し
た
。
そ
れ
を
中
臣
女
と
後
ま
で
云
つ
て

ゐ
る
。
藤
原
氏
が
撰
ぶ
。
そ
の
話
有
力
な
例
は
光
明
皇
后
が
は
じ
め
て
藤

家
か
ら
后
と
な
つ
た
。
聖
武
帝
弁
解
し
て
臣
下
か
ら
后
が
出
て
ゐ
る
。
仲

哀
帝
の
后
は
葛
城
の
女
で
、
人
臣
の
女
を
后
と
し
て
ゐ
る
と
云
つ
て
ゐ
る
。

弁
明
の
要
な
し
。
藤
原
氏
は
水
を
司
る
人
で
あ
る
。

藤
原
氏
の
勢
力
の
も
と
は
瑞
の
小
紐
を
解
い
た
か
ら
水
つ
ま
り
天
子
の
産

湯
の
儀
式
の
時
で
、
御
湯
殿
は
常
に
も
重
ん
ぜ
ら
れ
日
記
あ
り
。
平
安
よ

り
近
世
ま
で
断
片
的
に
残
つ
て
ゐ
る
。
女
の
文
章
、
後
に
は
女
が
よ
く
ば

り
と
な
つ
て
貰
つ
た
事
の
み
を
書
い
て
ゐ
る
。
日
記
は
天
子
の
言
行
を
記

す
の
で
あ
る
。
殿
上
の
日
記
と
は
、
湯
殿
に
内
侍
が
ゐ
て
天
子
の
言
行
を

書
い
た
の
で
あ
る
。
湯
桁
、
湯
棚
は
神
秘
の
行
事
の
行
は
れ
る
所
ら
し
い
。

そ
こ
に
天
子
の
瑞
の
を
ひ
も
を
解
く
女
が
入
つ
て
行
つ
た
。
古
く
か
ら
湯

の
中
の
儀
式
は
そ
の
意
で
、
天
の
羽
衣
は
ふ
も
だ
し
で
、
こ
れ
を
解
い
て

性
慾
を
解
放
し
て
は
じ
め
て
自
由
の
神
と
な
る
。
神
と
な
つ
て
か
ら
は
、

穢
れ
の
問
題
に
な
ら
ぬ
。

第
一
回
は
紫
宸
殿
の
附
近
で
あ
る
と
思
ふ
。
正
式
に
は
廻
立
殿
で
二
度
行

つ
た
。
平
安
に
は
行
は
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
昔
は
あ
つ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
問
題
は
天
の
羽
衣
に
関
係
あ
り
。
そ
れ
が
天
人
の
話
の
天
の
羽

衣
と
同
じ
も
の
。
飛
行
の
衣
と
な
る
の
は
話
が
逆
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

天
の
羽
衣
を
脱
が
せ
る
の
が
八
処
女
の
す
べ
き
仕
事
で
あ
つ
た
。
必
ず
そ

ん
な
女
は
一
人
で
な
く
何
人
か
あ
る
。
正
確
に
八
人
で
な
く
、
皆
天
子
が

お
触
れ
に
な
る
。
中
に
は
か
へ
し
て
了
ふ
事
も
あ
る
。
天
の
羽
衣
中
に
間

違
つ
た
も
の
あ
り
。
廻
立
殿
よ
り
大
嘗
宮
へ
行
く
時
の
廊
の
切
れ
を
羽
衣

と
云
ふ
が
誤
り
で
あ
る
。
後
か
ら
巻
い
て
行
く
。
大
嘗
宮
へ
入
る
前
に
立

つ
も
の
が
警
蹕
を
か
け
て
行
く
。
を
し
〳
〵
と
云
ふ
。
そ
こ
か
ら
天
子
を

天
の
を
し
神
と
云
ふ
。
天
子
の
仮
の
号
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
の
羽
衣
で
な

い
。
は
ご
も
と
云
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
葉
筵
は
式
に
も
見
え
て
ゐ
る
。
天

子
の
通
り
に
な
る
と
こ
ろ
に
敷
い
て
、
天
子
の
あ
と
か
ら
巻
い
て
了
ふ
。

神
秘
を
失
ふ
こ
と
を
恐
れ
て
。
今
い
ふ
の
は
誤
り
。

そ
し
て
悠
紀
・
主
基
に
行
か
れ
る
が
度
々
入
湯
、
廻
立
殿
に
入
る
前
に
一
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度
、
廻
立
殿
に
入
つ
て
、
悠
紀
へ
一
度
、
主
基
へ
行
か
れ
て
又
一
度
、
非

常
に
湯
殿
行
事
は
考
へ
れ
ば
神
秘
を
け
が
す
や
う
だ
が
日
本
の
皇
后
の
出

る
根
本
を
な
す
の
で
后
は
み
な
水
の
神
の
女
で
御
子
を
神
に
す
る
仕
事
を

す
る
。
神
の
内
は
女
に
行
ふ
こ
と
事
実
。

長
忌
み
は
、
田
植
以
前
の
慎
し
み
で
あ
る
。

今
度
は
直
会
。

直
会
は
語
源
か
ら
な
ほ
り
あ
ひ
と
云
ふ
が
私
は
、
字
は
当
て
た
も
の
で
な

ほ
る
を
な
ほ
ら
ふ
、
か
ら
出
た
名
詞
、
な
ほ
り
と
云
ふ
事
だ
と
思
ふ
。

な
ほ
る
と
は
今
で
は
座
を
か
へ
る
こ
と
を
云
ふ
が
一
番
も
と
は
食
物
と
関

係
あ
り
。
大
嘗
祭
の
卯
の
日
の
行
事
の
悠
紀
・
主
基
殿
の
天
子
の
食
事
の

中
に
十
人
の
女
が
出
て
来
る
。
延
喜
式
に
は
十
姫
十
男
と
書
く
。
十
姫
は

采
女
で
特
別
の
仕
事
を
有
す
。
そ
の
中
に
最
姫
・
次
姫
と
云
ふ
も
の
あ
り
。

天
子
の
そ
ば
で
介
添
へ
を
す
る
。

こ
の
十
姫
が
飯い

ひ
か
み噛
、
乳
母
と
関
係
あ
り
。
天
の
羽
衣
の
式
に
参
加
す
る
も

の
と
考
へ
て
ゐ
る
。
最
姫
・
次
姫
は
天
子
の
食
事
の
中
、
ま
じ
な
ひ
の
詞

を
唱
へ
る
。｢

な
ほ
び
た
ま
へ
…
…｣

と
云
ふ
。｢

咎
あ
り
と
も
直
び
た
ま

へ
…
…｣

と
云
ふ
の
で
あ
る
。
よ
く
唱
へ
事
に
間
違
ひ
あ
り
と
も
食
物
に

は
間
違
ひ
な
い
よ
う
に
と
。
直
日
神
は
古
は
占
ひ
の
神
で
あ
る
。
呪
詞
・

呪
言
が
間
違
ふ
と
そ
の
通
り
の
効
果
を
出
す
の
を
禍
日
の
神
と
云
ふ
。
文

句
に
な
く
と
も
間
違
つ
た
事
を
云
ふ
と
禍
が
来
る
。
こ
れ
を
矯
正
し
て
く

れ
る
神
が
直
日
神
で
占
ひ
の
神
と
後
に
な
る
。
一
方
、
御
食
を
上
り
に
な

る
時
に
唱
へ
事
を
す
る
。
そ
の
時
に
な
ほ
び
た
ま
へ
と
云
ふ
。
食
事
す
る

こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
。
最ホ

ツ

姫ヒ
メ

の
唱
へ
言
が
大
切
で
そ
れ
か
ら
、
な
ほ

ぶ
詞
自
身
が
天
子
の
御
飯
と
関
係
を
も
つ
て
来
る
。
一
体
日
本
の
行
事
は

何
で
も
二
度
繰
り
返
す
。
悠
紀
・
主
基
の
御
殿
の
行
事
も
こ
の
思
想
も
本

義
に
加
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。
直
す
考
へ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

確
か
に
同
じ
事
を
繰
り
返
す
。
天
子
が
食
事
す
る
の
を
な
ほ
び
た
ま
へ
と

云
ふ
の
を
考
へ
る
と
一
度
食
し
て
座
を
替
へ
て
も
一
度
自
由
な
態
度
で
召

上
る
。
そ
れ
が
な
ほ
ひ
の
式
で
豊
か
に
く
つ
ろ
い
だ
式
で
、
そ
の
時
に
出

る
神
を
直
日
の
神
と
又
云
ふ
。
平
安
の
は
直
日
命
は
宴
会
の
神
、
遊
芸
の

神
と
な
つ
て
ゐ
る
。
く
だ
け
た
宴
、
楽
し
み
を
司
る
神
と
云
ふ
事
に
な
る
。

も
一
つ
、
古
今
二
十
の
巻
に
大
直
日
歌
あ
り
。
厳
重
な
式
後
の
の
う
ら
ひ

を
行
ふ
時
に
歌
つ
た
歌
で
あ
る
。
宴
席
上
に
大
直
日
の
神
が
来
て
厳
粛
な

形
を
や
は
ら
げ
て
く
れ
る
と
見
て
ゐ
る
。

古
今
の
は
替
へ
歌
。

直
日
は
も
と
意
味
が
違
つ
た
神
で
あ
つ
た
が
後
に
は
ゆ
つ
た
り
し
た
宴
の

神
、
遊
芸
の
神
で
、
後
に
う
づ
め
の
神
と
一
緒
に
さ
れ
る
。
こ
れ
は
誤
り
。

な
ほ
ら
ひ
の
席
を
定
る
神
が
な
ほ
び
の
神
だ
と
云
ふ
風
習
を
生
じ
て
ゐ
る
。

午
后
一
時
よ
り

大
嘗
祭
に
於
け
る
な
ほ
ら
ひ
は
、
辰
の
日
の
後
の
巳
の
日
と
丑
の
日
で
あ

る
。
こ
の
日
の
朝
辰
の
時
に
天
子
悠
紀
殿
へ
。
そ
こ
で
食
事
し
、
そ
れ
が

済
む
と
大
和
舞
を
奏
す
。

こ
の
時
に
五
位
以
上
の
者
が
饗
応
が
あ
る
。
六
位
以
下
の
官
人
共
が
入
つ

て
行
き
、
そ
の
人
等
が
、
悠
紀
・
主
基
に
関
係
な
い
他
地
方
の
風
俗
の
舞

を
す
る

―
当
時
の
流
行
の
舞

―
主
と
し
て
武
官
の
舞
だ
と
思
ふ
。
午

后
の
未
の
時
に
な
る
と
主
基
の
御
殿
へ
。
そ
こ
で
田
舞
が
行
は
れ
る
。
そ
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の
他
、
五
位
以
上
の
役
人
に
御
馳
走
あ
り
。
六
位
以
下
舞
ふ
。
こ
ゝ
で
第

一
日
の
大
饗
が
行
は
れ
る
。
同
じ
こ
と
を
二
度
、
こ
れ
が
直
ら
ひ
の
第
一

日
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
大
嘗
祭
に
奉
仕
す
る
大
忌
・
小を

み忌
と
云
ふ
も
の

あ
り
。
小
忌
と
は
王
族
中
の
撰
定
せ
ら
れ
し
人
、
な
ら
び
に
神
事
に
直
接

に
あ
づ
か
る
人
、
神
事
に
幾
分
遠
い
高
位
の
人
が
大
忌
と
云
ふ
。
天
子
は

じ
め
高
級
官
吏
な
り
。
も
と
は
も
つ
と
神
事
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
細

事
は
小
忌
の
仕
事
。
し
た
が
つ
て
大
忌
の
方
は
物
忌
み
ゆ
る
い
。
今
で
も

小
忌
衣
は
伝
つ
て
ゐ
る
。
次
第
に
変
化
し
て
ゐ
る
が
小
忌
衣
の
模
様
は
伝

つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
社
々
の
神
事
に
あ
づ
か
る
人
の
衣
が
能
役
者
の
上

に
残
つ
て
ゐ
る
。
小
忌
衣
の
風
を
う
つ
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
第

二
日
午
の
日
の
行
事
後
物
忌
み
解
除
と
な
る
。

舞
姫
の
舞
は
昔
は
第
四
日
午
の
日
に
行
は
れ
た
。
申
の
時
、
行
は
れ
た
。

大
体
精
進
落
と
し
に
な
つ
て
了
つ
た
時
。
な
ほ
ら
ひ
は
、
精
進
落
と
し
の

儀
式
で
、
精
進
が
仏
教
上
の
式
と
結
ん
で
魚
を
食
べ
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
が
、

も
と
は
禁
慾
生
活
、
物
忌
み
の
生
活
を
精
進
と
い
ふ
。
な
ほ
ら
ひ
を
巳
の

日
に
行
ふ
と
精
進
落
と
し
が
半
分
済
ん
で
ゐ
る
。
桶
洗
ひ
、
そ
う
ぞ
く
洗

ひ
、
後
宴
等
と
あ
り
。
な
ほ
ま
だ
神
が
居
ら
れ
る
。
後
世
は
祭
が
済
む
と

神
は
ゐ
な
い
と
す
る
が
、
昔
は
祭
の
後
に
も
ゆ
た
か
な
気
分
で
宴
席
に
の

ぞ
ん
で
く
だ
け
た
饗
応
を
受
け
る
。
巳
の
日
と
午
の
日
の
行
事
が
肆ト

ヨ
ノ

宴ア
カ
リ

と

古
語
で
云
ふ
。
酒
飲
ん
で
皃
赤
き
を
云
ふ
と
。
し
か
し
わ
か
ら
ん
。
肆
宴

の
中
に
神
の
帰
る
時
期
、
満
足
さ
せ
て
帰
す
時
が
出
来
る
。
大
嘗
祭
の
神

は
ど
の
人
か
不
明
。
お
そ
ら
く
天
子
が
神
を
招
く
。
主
と
同
時
に
客
で
も

あ
る
。
神
主
で
あ
る
。
神
の
仕
事
と
同
時
に
神
そ
の
も
の
に
も
な
る
役
で

あ
る
か
ら
極
点
は
わ
か
ら
ん
。
結
局
一
人
二
役
、
他
の
家
々
で
云
ふ
と
新

嘗
祭
の
時
に
は
主
人
よ
り
格
の
上
の
人
を
招
い
て
客
と
す
る
。
昔
の
形
は
、

尊
い
神
が
臨
ん
で
来
る
の
で
あ
つ
た
。
崩
れ
て
来
て
、
新
嘗
す
る
と
正
座

の
客
を
作
る
た
め
に
尊
い
人
に
来
て
貰
ふ
。
神
が
来
る
か
ら
新
室
の
宴
を

し
た
。
今
度
は
に
ひ
む
ろ
の
宴
の
た
め
に
客
を
迎
へ
る
。

例
へ
ば
允
恭
帝
の
大
中
皇
命
の
時
に
天
子
は
客
と
し
て
迎
へ
ら
れ
た
。
こ

の
時
は
客
と
主
と
な
る
が
あ
る
じ
は
御
馳
走
と
云
ふ
事
で
、
客
人
に
あ
る

じ
を
す
る
人
で
あ
る
か
ら
主
と
な
る
。
中
皇
命
が
帝
を
迎
へ
、
も
て
な
し

を
し
て
な
ほ
ら
ひ
の
場
合
に
移
つ
て
か
ら
舞
姫
を
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
舞

の
後
に
そ
と
ほ
り
ひ
め
を
お
求
め
に
な
つ
た
。

奨
め
な
か
つ
た
か
ら
し
て
出
さ
な
か
つ
た
が
、
し
か
た
な
し
に
す
ゝ
め
た
。

そ
の
舞
姫
を
誰
が
す
る
か
と
云
ふ
と
、
第
一
次
の
供
饌
の
時
に
ご
飯
を
奉

る
役
を
し
た
人
、
そ
の
人
が
な
ほ
ら
ひ
の
御
も
の
を
す
ゝ
め
る
時
に
舞
姫

に
な
る
の
が
正
式
ら
し
い
。
十
姫
が
宮
廷
の
舞
姫
と
な
る
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
困
る
こ
と
は
客
人
も
主
も
天
子
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
は
祭
の
形
式

が
変
化
し
て
も
大
切
で
あ
る
か
ら
代
は
る
事
が
出
来
な
い
。
天
子
が
二
代

す
る
の
は
辰
の
日
と
巳
・
午
の
日
も
同
じ
。
舞
姫
を
召
す
の
は
天
子
の
仕

事
。
こ
の
舞
姫
を
五
節
の
舞
姫
と
云
ふ
。
こ
れ
は
五
節
の
舞
を
舞
ふ
か
ら

し
て
五
節
舞
と
云
ふ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
天
子
の
寿
を
祝
福
す
る
舞

で
あ
る
。
宮
廷
の
夏
冬
の
大
祓
へ
の
時
に
天
子
の
身
長
を
竹
で
計
る
。
こ

れ
を
節
折
と
云
ふ
。

竹
で
繰
り
返
し
て
幾
度
も
天
子
の
身
を
計
る
。
一
度
に
二
度
行
ふ
。
天
子

の
魂
に
、
平
安
ま
で
の
信
仰
で
は
、
荒
世
の
魂
と
和
世
の
魂
と
あ
る
。
和

世
の
御
衣
と
荒
世
の
御
衣
と
を
作
る
。
だ
か
ら
魂
が
二
つ
あ
る
か
ら
身
を

二
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
に
二
度
指
し
て
、
和
世
の
御
衣
と
荒
世
の
御
衣
に
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魂
を
つ
け
る
。
そ
し
て
節
折
の
祭
に
あ
づ
か
つ
た
役
人
に
与
へ
る
。
こ
の

五
節
の
舞
も
実
は
天
子
の
御
身
の
寸
法
を
さ
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か

と
思
は
れ
る
。
そ
れ
を
五
度
繰
り
返
し
た
。
五
節
折
を
し
た
。
そ
の
為
に

五
節
の
舞
と
云
ひ
、
五
節
の
舞
姫
が
出
た
の
だ
と
思
ふ
。
そ
の
証
拠
は
平

安
に
わ
か
ら
な
く
な
つ
て
ゐ
る
が
午
の
日
の
申
の
時
、

―
四
時
頃

―

ま
づ
大
歌
を
奏
し
、
五
節
を
舞
ふ
。
そ
の
時
に
、
神カ
ン
ハ
ト
リ
メ

服
女
の
舞
が
四
人
の

女
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
。
こ
れ
が
つ
ま
り
、
衣
物
、
を
扱
ふ
女
の
舞
で
、

こ
れ
が
二
分
し
て
後
に
は
神
服
舞
と
五
節
舞
と
に
な
つ
た
。
も
と
は
一
つ

で
あ
つ
た
。
一
は
、
四
人
に
な
り
、
五
節
の
も
行
は
れ
た
。
一
方
は
節
折

を
行
ひ
、
一
方
は
ま
れ
び
と
を
も
て
な
す
舞
姫
の
舞
。
前
日
ま
で
供
饌
に

あ
づ
か
つ
た
人
の
舞
。
こ
の
二
様
の
事
は
も
と
は
一
つ
事
で
供
饌
に
あ
づ

か
つ
た
人
が
衣
を
す
ゝ
め
て
節
折
も
し
、
舞
も
舞
つ
た
。
舞
は
魂
ふ
り
の

行
事
で
そ
の
他
に
意
味
な
し
。
五
節
舞
も
神
服
女
の
舞
も
同
じ
で
正
式
に

は
八
人
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
そ
れ
が
後
に
変
化
す
。
五
節
の
舞
姫
の
仕
へ

る
と
こ
ろ
を
五
節
帳
台

―
ね
ど
こ

―
の
試
が
行
は
れ
る
。
後
世
き
れ

い
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
允
恭
帝
の
こ
と
を
見
る
と
舞
姫
が
天
子
の
試
を
し

た
。
婚
姻
の
早
い
習
し
は
早
く
か
ら
あ
る
。
帳
台
を
調
べ
る
の
は
天
子
が

五
節
舞
の
姫
を
女
に
す
る
調
べ
で
あ
る
。
平
安
に
は
す
で
に
行
は
れ
な
く

な
つ
た
が
、
舞
姫
は
騒
が
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
後
悠
紀
・
主
基
の
名
残
に
国
風
の
奏
楽
が
あ
る
。
悠
紀
の
国
司
が
歌

人
、
歌
女
を
引
き
連
れ
て
、
悠
紀
・
主
基
殿
で
悠
紀
・
主
基
の
風
俗
歌
を

奏
す
る
。
そ
の
後
斎
を
落
と
す
と
こ
ろ
の
解
斎
舞
（
古
く
は
ト
シ
乞
ノ
マ

ヒ
と
云
ふ
た
の
で
あ
ら
う
。）
を
す
る
。
す
る
と
も
う
こ
れ
で
終
り
で
神

が
皆
あ
ら
け
散
る
形
に
な
る
。
祭
事
に
あ
づ
か
つ
た
中
臣
、
斎
部
の
役
人

小
忌
の
人
た
ち
が
酒
を
い
た
ゞ
く
。
普
通
は
こ
れ
を
の
ほ
ら
ひ
と
考
へ
る
。

な
ほ
ら
ひ
は
ま
だ
厳
粛
。
そ
れ
が
柏
の
葉

―
柏
は
酒
や
御
飯
を
盛
る
木

の
葉
で
あ
る
。
色
ん
な
種
類
あ
り
。
こ
の
時
は
夜
で
あ
る

―
を
か
づ
ら

と
し
て
頭
に
被
つ
て
舞
ふ
。
こ
れ
で
大
嘗
祭
が
終
つ
て
皆
、
小
忌
は
小
忌
、

大
忌
は
大
忌
で
脱
服
し
て
散
会
。
こ
れ
は
祭
に
臨
ん
だ
小
神
の
散
会
す
る

式
。
小
忌
・
大
忌
の
男
は
神
で
女
の
方
は
神
の
世
話
す
る
人
。
い
よ
〳
〵

祭
が
済
む
と
踊
り
狂
つ
て
分
れ
て
行
く
形
で
あ
る
。
一
体
、
宴
会
の
意
味

を
云
ふ
と
、
前
述
し
た
如
く
二
度
の
食
事
出
て
、
最
后
の
食
事
の
時
、
あ

る
じ
側
よ
り
舞
人
出
で
、
同
時
に
客
側
に
芸
ま
は
し
あ
り
。
主
に
答
へ
る

客
人
の
好
意
の
あ
ら
は
し
方
。

う
た
げ
は
疑
ひ
な
く
打
上
げ
す
る
こ
と
。
手
を
揃
へ
て
打
つ
て
騒
ぐ
事
が

う
た
げ
。
こ
の
場
合
に
主
人
が
見
物
に
な
り
客
が
芸
を
す
る
。
こ
れ
を
主

に
、
巡
の
舞
と
云
ふ
。
巡
の
舞
と
は
正
座
の
客
よ
り
下
へ
廻
つ
て
行
く
舞

を
云
ふ
。
皆
舞
を
舞
つ
た
。
そ
れ
以
前
に
、
家
の
舞
姫
、
そ
の
他
が
舞
つ

て
ゐ
る
。
そ
の
中
異
例
な
の
は
家
の
中
の
ス
ピ
リ
ツ
ト
を
代
表
し
た
滑
稽

な
舞
が
行
は
れ
る
。
地
方
の
大
き
な
社
の
滑
稽
な
舞
は
そ
れ
か
ら
出
る
。

そ
の
後
客
側
の
巡
の
舞
が
出
る
。

皆
が
一
巡
し
て
後
乱
舞
に
な
つ
て
皆
一
緒
に
去
つ
て
外
で
衣
を
と
つ
て
人

と
な
り
、
褒
美
を
貰
つ
て
別
れ
る
。

こ
の
宴
の
式
が
、
ず
つ
と
近
世
、
今
ま
で
伝
つ
て
宴
会
は
神
事
の
の
う
ら

ひ
以
後
の
形
を
と
つ
て
ゐ
る
。
島
台
は
標
の
山
の
形
で
そ
れ
が
各
部
に
及

ん
で
膳
部
に
一
々
松
の
枝
や
造
花
が
つ
い
て
ゐ
る
。
島
台
の
形
の
分
化
で

あ
る
。
島
台
前
に
、
す
は
ま　
　
　
　
　

の
机
が
出
る
。
そ
し
て
宴
の
中

心
と
な
つ
て
ゐ
る
。
客
は
こ
の
ま
は
り
に
坐
す
。（
以
上
、小
池
ノ
ー
ト
６
）
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正
客
の
定
ら
ん
時
に
は
正
客
は
空
席
に
す
る
。
こ
の
正
客
は
尊
者
と
云
ふ
。

お
そ
ら
く
、
ま
れ
人
の
訳
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
寺
で
は
尊
者
あ
り
。
食

堂
の
中
央
は
あ
け
て
ゐ
る
。
尊
者
は
び
ん
ず
る
尊
者
の
席
だ
と
。
ひ
よ
つ

と
す
る
と
食
堂
の
姿
が
宴
席
に
移
つ
て
正
客
と
考
へ
る
が
寺
の
風
俗
は
民

間
の
風
俗
取
入
れ
て
ゐ
る
。
民
間
で
は
寺
社
を
宮
殿
と
し
た
。
寺
は
日
本

在
来
の
異
教
と
妥
協
し
て
ゐ
る
。
古
い
奈
良
の
寺
か
ら
新
し
い
寺
、
禅
寺

に
至
る
ま
で
異
教
式
の
日
常
生
活
に
入
り
込
ん
で
ゐ
る
。
寺
の
尊
者
の
席

は
民
間
の
風
俗
の
入
つ
た
も
の
と
思
ふ
。
奈
良
に
は
専
ら
尊
者
、
な
ら
び

に
陪
賓
が
呼
ば
れ
る
。
そ
の
席
で
一
度
火
を
消
す
こ
と
が
あ
る
。
古
く
、

光
孝
天
皇
が
藤
原
ノ
基
経
に
見
出
さ
れ
た
。
そ
の
わ
け
は
、
基
経
の
前
の

肴
の
鳥
の
足
が
な
い
。
そ
こ
で
火
を
消
し
て
式
を
済
ま
せ
た
か
ら
だ
と
。

そ
れ
は
後
の
説
明
で
実
は
古
く
よ
り
宴
会
の
半
に
火
を
消
す
事
が
あ
つ
た
。

そ
れ
は
、
宮
廷
に
於
け
る
藤
原
氏
の
位
置
を
説
明
す
る
話
。
藤
原
氏
は
宮

廷
よ
り
三
種
神
器
と
同
じ
や
う
に
氏
の
長
者
と
称
す
る
も
の
が
伝
へ
る
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
を
朱
器
台
盤
と
云
ふ
。
宮
廷
に
も
朱
器
殿
が
あ
る
位
で

あ
る
。
藤
原
氏
は
こ
れ
を
継
が
ね
ば
氏
の
長
者
に
な
れ
ぬ
。
こ
れ
は
藤
原

氏
が
宮
廷
の
祭
の
宴
の
時
に
神
を
も
て
な
す
役
を
し
た
。
天
子
は
主
を
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
が
客
人
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
藤
原
が
中
臣
代
よ
り
主

の
役
を
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
も
神
事
が
暗
黒
中
に
行
は
れ
た
と
同
様
、
光
孝
天
皇

が
源
氏
の
時
に
し
た
と
云
ふ
と
同
じ
事
で
良
房
の
時
に
朱
器
台
盤
が
出
来

た
と
云
ふ
が
、
平
安
に
は
氏
長
者
は
定
つ
て
ゐ
る
。
奈
良
に
氏
の
上
、
氏

の
助
を
作
つ
て
ゐ
る
。
役
人
待
遇
で
こ
れ
を
宮
廷
で
認
め
た
。
氏
の
上
を

氏
の
長
者
と
云
ふ
。

氏
の
上
、
助
を
奈
良
に
定
つ
て
ゐ
る
。
し
か
も
そ
の
長
者
を
示
す
朱
器
台

盤
が
良
房
に
は
じ
ま
つ
た
説
は
受
け
取
れ
ぬ
。
こ
ん
な
時
代
に
は
神
秘
が

な
い
。
私
は
良
房
の
時
に
印
象
す
べ
き
事
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
と
思
つ
て

ゐ
る
。
後
世
の
朱
の
杯
、
膳
な
ど
、
昔
風
の
杯
、
台
で
あ
つ
た
の
が
作
り

な
ほ
し
た
事
が
あ
る
事
で
あ
ら
う
。
客
人
を
あ
し
ら
ふ
道
具
が
大
切
で
客

を
称
め
る
の
が
藤
原
氏
の
主
な
人
の
役
。
宮
廷
の
主
を
す
る
道
具
を
あ
づ

か
る
の
が
藤
原
氏
の
宮
廷
に
対
す
る
一
番
重
い
仕
事
と
な
る
。
す
る
と
大

体
宮
廷
の
宴
に
は
藤
原
氏
が
主
に
な
つ
た
と
推
定
出
来
る
。
な
ぜ
道
具
が

大
切
か
と
云
ふ
と
、
椀
貸
し
淵
、
椀
貸
し
塚
、
竜
宮
か
ら
と
か
、
河
童
が

貸
す
と
か
云
ふ
。
私
は
結
局
竜
宮
と
云
ふ
地
底
の
富
の
世
界
か
ら
出
て
来

る
。
と
こ
ろ
が
村
の
祭
り
の
時
の
道
具
は
厳
重
、
隠
し
て
あ
る
。
こ
の
道

具
の
印
象
が
祭
の
饗
応
の
話
を
忘
れ
た
後
に
、
竜
宮
の
説
明
と
な
つ
た
。

半
分
信
仰
上
の
事
実
で
半
分
空
想
。
昔
村
々
に
祭
り
の
道
具
の
あ
る
神
事

の
重
な
家
で
保
存
し
た
。そ
こ
か
ら
椀
貸
し
淵
の
話
と
な
つ
た
。話
が
転
々

し
た
に
違
ひ
な
い
。
民
間
の
話
を
見
て
も
宮
廷
の
宴
の
風
俗
と
共
通
点
あ

り
。
ま
れ
人
神
、
と
も
神
は
乱
舞
し
て
帰
る
。
こ
れ
が
近
世
宴
会
の
す
べ

て
の
形
式
の
お
こ
り
。
大
嘗
祭
も
そ
れ
を
残
す
。
私
は
の
お
ら
い
と
、
宴

と
は
同
じ
と
考
へ
な
い
。
宴
は
客
人
側
の
騒
い
で
帰
る
も
の
と
考
へ
る
。

大
嘗
祭
の
ま
れ
人
の
式
は
、
供
饌
奉
る
式
、
な
ほ
ら
ひ
の
式
、
う
た
げ
の

式
の
三
つ
あ
り
。
そ
の
間
に
主
客
転
じ
た
。
わ
か
ら
な
い
事
が
沢
山
あ
る
。

時
代
時
代
の
合
理
解
が
つ
い
て
変
化
し
た
。
と
り
わ
け
平
安
に
固
定
し
た

大
嘗
祭
の
儀
式
を
そ
の
ま
ゝ
神
代
以
来
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
な
い
。
も
つ

と
変
つ
た
、
想
像
出
来
な
い
事
が
あ
る
と
思
ふ
。
平
安
の
固
定
し
た
事
実

か
ら
推
定
す
る
と
こ
の
こ
と
が
知
れ
る
と
思
ふ
。
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今
度
の
大
嘗
祭
は
結
構
な
有
難
い
も
の
と
な
る
か
と
思
ふ
。

そ
の
結
果
は
た
し
て
何
う
今
後
の
大
嘗
祭
の
手
本
と
な
る
か
不
明
。
私
と

し
て
考
へ
れ
ば
か
く
考
へ
ら
れ
る
。（
以
上
、
小
池
ノ
ー
ト
33
）　　
　


